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令
和
六
年
九
月
二
十
日
㈮
、

弘
前
大
学
は
、
青
森
県
、
弘
前

市
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
弘
前
大
学CO

I-N
EX

T
 W

ell-
being

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
」
を
一

橋
講
堂
（
東
京
都
千
代
田
区
）

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
学
内
外
の
先
生
方
、
参
画
機

関
の
皆
様
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
運
営
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で

CO
I-N

EX
T

の
拠
点
と
し
て
東

京
で
の
開
催
は
二
回
目
と
な

り
、
現
地
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン

を
合
わ
せ
、
国
内
外
か
ら
約
二

千
五
百
名
と
多
く
の
方
に
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

弘
前CO

I-N
EX

T

拠
点
は
、

健
康
を
基
軸
と
し
た
「
経
済
発

展
モ
デ
ル
」
と
「
全
世
代
ア
プ

ロ
ー
チ
」
でW

ell-being

な
地

域
共
創
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｏ

Ｉ
活
動
成
果
を
基
盤
に
、
健
康

（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
本
質
的
課
題
解

決
へ
向
け
て
さ
ら
に
力
強
く
挑

戦
し
、ST

I for SD
Gs

の
理
念

の
も
と
、
地
域
か
ら
世
界
の
健

康
づ
く
り
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の

貢
献
を
め
ざ
し
ま
す
。
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
新
健
康
未

来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
実

現
に
向
け
、
未
来
の
地
域
社
会

モ
デ
ル
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
創

出
等
に
つ
い
て
第
一
線
の
産
学

官
金
民
関
係
者
が
一
大
集
結

し
、
熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
学
長 

福

田
眞
作
先
生
、
青
森
県
知
事 

宮
下
宗
一
郎
氏
、
弘
前
市
長 

櫻
田
宏
氏
か
ら

ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
来
賓
と

し
て
文
部
科
学

省 

科
学
技
術
・

学
術
政
策
局
長 

井
上
諭
一
氏
、

科
学
技
術
振
興

機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

CO
I-N

EX
T

共

創
分
野
・
地
域
共
創
分
野 

第

１
領
域 

プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ

サ
ー 

澤
谷
由
里
子
氏
よ
り
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、私
（
村
下
）

か
ら
「
革
新
的W

ell-being

共

創
社
会
の
実
現
」
と
題
し
て
、

こ
れ
ま
で
中
路
先
生
が
率
い
て

こ
ら
れ
た
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の

成
果
に
基
づ
い
たCO

I-N
EX

T

戦
略
や
研
究
内
容
、
目
指
す
社

会
に
つ
い
て
講
演
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、CO

I-
N

EX
T

共
創
の

場
形
成
推
進
会

議 

顧
問
／
㈱

三
菱
総
合
研
究

所
理
事
長
／
プ

ラ
チ
ナ
構
想

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
長
／
東
京
大

学
第
二
十
八
代

総
長 

小
宮
山

宏
先
生
か
ら

「
健
康
産
業
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
立
ち
上
げ
よ

う　

プ
ラ
チ
ナ

社
会
を
創
る
」

と
題
し
て
、
健

康
産
業
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
、
次

世
代
へ
の
構
想

に
か
か
る
講
演

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い

て
、
内
閣
官
房

政
策
参
与
（
前 

科
学
技
術
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
事
務
局

長
）
松
尾
泰
樹
氏
よ
り
「
地
方

か
ら
の
大
学
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
と
題
し
て
、
科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
成

長
」
と
「
分
配
」
の
好
循
環
に

向
け
た
戦
略
な
ど
最
新
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
第
一
三
共
ヘ
ル

ス
ケ
ア
株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長 

内
田
高
広
氏
か
ら
「
弘

前CO
I-N

EX
T

　

第
一
三
共
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
取
組
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
同
社
のCO

I-N
EX

T

で
の
取
組
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
本
電
気
株
式

会
社CorporateSV

P

兼
ヘ
ル

ス
ケ
ア
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

事
業
部
門
長 

北
瀬
聖
光
氏
か

ら
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
事
業
の
方
向

性
」
と
題
し
て
、
ま
た
、
マ
ツ

ダ
株
式
会
社
執
行
役
員 

中
井

英
二
氏
か
ら
「W

ell-being

に

貢
献
す
る
移
動
体
験
の
創
出
」

と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

組
、
研
究
内
容
を
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
特
別
企
画

「
全
世
代
ア
プ
ロ
ー
チ
最
前
線
」

で
は
、
弘
前
市
田
中
副
市
長
か

ら
健
康
都
市
弘
前
の
実
現
に
向

け
た
市
を
挙
げ
て
の
取
組
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
戦
略
最

前
線
」
で
は
、健
康
・
医
療
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

長
の
玉
田
先
生
、
京
都
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科 

内
野
特
定

助
教
、
東
京
大
学
医
科
学
研
究

所
副
所
長 

井
元
教
授
が
そ
れ

ぞ
れ
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
最
新

の
研
究
成
果
に
つ
い
て
詳
し
く

ご
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
デ
ー
タ
連
携

最
前
線
」
で
は
、

京
都
府
立
医
科
大

学
副
学
長
／
大
学

院
医
学
研
究
科
の

的
場
教
授
、
九
州

大
学
大
学
院
医
学

研
究
院 

二
宮
教

授
が
そ
れ
ぞ
れ
の

大
学
で
取
得
さ
れ
た
デ
ー
タ
と

岩
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
診
の
超

多
項
目
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と

の
連
携
に
よ
り
得
ら
れ
た
最
新

の
成
果
を
ご
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
経
済
循
環
モ
デ
ル
最
前
線

（
Ｐ
Ｆ
Ｓ
／
Ｓ
Ｉ
Ｂ
）」
で
は
、

副
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
／

Ｄ
ｅ
Ｓ
Ｃ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式
会

社
代
表
取
締
役
社
長 

瀬
川
氏

お
よ
び
花
王
株
式
会
社
研
究
開

発
部
門
特
命
エ
キ
ス
パ
ー
ト 

桂

木
氏
の
お
二
人
、
ま
た
東
京
大

学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科 

五

十
嵐
特
任
准
教
授
か
ら
、
Ｐ
Ｆ

Ｓ
／
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
軸
に
据
え
た
本

拠
点
の
経
済
循
環
モ
デ
ル
構
築

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
意
思
決
定

支
援
最
前
線
」
で
は
、
京
都
府

立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科 

成
本
教
授
か
ら
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
で
持
続
可
能
な
意
思
決
定

支
援
の
研
究
開
発
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
社
会
実
装
戦
略
最
前
線
」

で
は
主
要
参
画
企
業
の
資
生

堂
、
花
王
、
サ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ

ル
ネ
ス
、
日
本
コ
ー
プ
共
済
、

明
治
安
田
、
ク
ラ
シ
エ
、
Ｗ
Ａ

Ｌ
Ｃ
か
ら
本
学
に
お
け
る
研
究

と
社
会
実
装
に
つ
い
て
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
㈱
宮
田
総
研
代
表
取
締
役

社
長
／
㈱
ヘ
ル
ス
ケ
ア
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
社
長 

宮
田
氏
と
私
（
村
下
）
が
ダ
ブ

ル
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
医

学
研
究
科
長 

石
橋
先
生
、
廣

田
先
生
、
中
路
先
生
、
青
森
県

や
弘
前
市
と
い
っ
た
行
政
機

関
、
資
生
堂
、
カ
ゴ
メ
、
雪
印

メ
グ
ミ
ル
ク
な
ど
産
学
官
民
の

各
分
野
か
ら
お
招
き
し
た
パ
ネ

リ
ス
ト
、
計
十
四
名
の
登
壇
者

に
よ
り
「
健
康
を
基
軸
と
し
た

地
域
経
済
循
環
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ

Ｆ
Ｓ
／
Ｓ
Ｉ
Ｂ
）
の
構
築
」
を

テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
発
言
い
た
だ
き
、
熱
心
に
議

論
が
展
開
し
ま
し
た
。

　

閉
会
に
際
し
、
弘
前
大
学
副

学
長 

曽
我
先
生
、
石
橋
先
生

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
当

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
き
な
拍
手

に
包
ま
れ
成
功
裏
に
終
了
し
ま

し
た
。

　

今
回
のW

ell-being 

イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

CO
I-N

EX
T

の
拠
点
採
択
後
二

回
目
の
東
京
開
催
の
大
き
な
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
実
施
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
無
事

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
学

内
の
先
生
方
、
参
画
機
関
の
皆

様
は
じ
め
ご
関
係
皆
様
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
た
ご
指
導
、
ご
支

援
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
改
め

ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
弘
前
大
学CO

I-
N

EX
T

拠
点
は
今
後
も
関
係
者

一
同
、W

ell-being

地
域
社
会

共
創
の
実
現
に
向
け
て
、
躍
進

し
て
参
り
ま
す
。
先
生
方
、
ご

関
係
皆
様
に
は
引
き
続
き
の
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

石橋研究科長 パネルディスカッションの様子 会場の様子

※
ネ

ッ
ト

ワ

ー キ ン グ パ ー テ ィ
は

有
料

で
す

オンライン
同 時 開 催
参 加 無 料

Well-being Innovat ion Forum(TOKYO)

Wel l -being
イノベーションフォーラム２０２４

弘 前 ⼤ 学 C O I - N E X T
国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構（JST）共創の場形成⽀援プログラム（COI-NEXT）

Innnoooooooooonnnnnnnnnnnn
nnnnnn

ell-
W

e
-beeinng 

vvvvvvvvvvvvvvvvaaaaaaaaaatttttttttttttttiiiii
noonnnnnnnnnnoooooooooooo

Fooruuuuuuuuuuururururrrrrr
ooooooooooooFFFFFFFFFFFF

mmmmm
(TTO

KK
YY

O
)

―

健
康
基
軸
の﹁
経
済
発
展
モ
デ
ル
﹂と﹁
全
世
代
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂で

                                  

⾼
Q
O
L
&
G
N
H
未
来
社
会
実
現
を
め
ざ
す―

対象 : ⼀般市⺠・学⽣・⼤学・企業・研究機関等
先着500名（会場参加）・2200名（オンライン参加）予定

⼀橋講堂・⼤ホール
（千代⽥区⼀ツ橋 2-1-2 学術総合センター）

“弘前 COI-NEXT︓Well-being イノベーション PJ 最前線”
Well-beingな地域共創社会を創る

2024.9.20 FRI
13︓00-17︓15

ネットワーキングパーティー
〔1 7︓3 0 -1 9︓0 0 〕

弘前 COI-NEXT 拠点は、健康を基軸とした「経済
発展モデル」と「全世代アプローチ」で well-being
な地域共創社会の実現をめざす。これまでの COI
活動成果を基盤に、健康 (QOL) の本質的課題解決
へ向けてさらに⼒強く挑戦し、STI for SDGs の理
念のもと、地域から世界の健康づくり (SDGs) への
貢献をめざす。新健康未来イノベーション戦略の実
現に向け、未来の地域社会モデル、新産業創出等に
ついて第⼀線の産学官関係者が⼀⼤集結し、熱く議
論する。

※フォーラム会場での受付開始時間は12:00 からです

● 開 会 挨 拶 弘前⼤学⻑・ 福⽥眞作、⻘森県知事・宮下宗⼀郎、弘前市⻑・櫻⽥宏（15）
● 来 賓 挨 拶 ⽂部科学省 代表（5）※調整中
● 来 賓 挨 拶 COI-NEXT  共創分野・地域共創分野 第 1 領域 プログラムオフィサー・澤⾕由⾥⼦（5）
● 基 調 講 演 弘前⼤学 COI-NEXT 拠点⻑（PL）/ 弘前⼤学 学⻑特別補佐 / 健康未来イノベーション研究機構⻑・
       教授・村下公⼀（15）
● 特別講演 1     COI-NEXT 共創の場形成推進会議 顧問（（株）三菱総合研究所理事⻑ / プラチナ構想ネットワーク会⻑ /
                       東京⼤学第 28 代総⻑）・⼩宮⼭宏⽒（15）
● 特別講演 2     内閣官房政策参与(グローバル・スタートアップ・キャンパス構想推進室) /
                       前 内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局⻑・松尾泰樹⽒（10）
● 特別講演 3  第⼀三共ヘルスケア株式会社 代表取締役社⻑・内⽥⾼広⽒（10）
● 特別講演 4  ⽇本電気株式会社 Corporate SVP 兼 ヘルスケア・ライフサイエンス事業部⾨⻑・北瀬聖光⽒（10）
● 特別講演 5  マツダ株式会社 執⾏役員・中井英⼆⽒（10）

● 特別企画 1 全世代アプローチ最前線 ⻘森県弘前市 副市⻑・⽥中泰宏（5）
● 特別企画 2  デジタルツイン戦略最前線 弘前⼤学⼤学院医学研究科附属健康・医療データサイエンス研究センター⻑・教授・⽟⽥嘉紀    
        京都⼤学⼤学院医学研究科 特定助教 / 京都⼤学サテライト拠点⻑代理 ( サイバー戦略 TL 代理 ) ・内野詠⼀郎⽒
        東京⼤学 医科学研究所 教授 / 東京⼤学サテライト拠点⻑（サイバー戦略 TSL）・井元清哉⽒（28）
● 特別企画 3  データ連携 (包括的 RWD 構築 ) 最前線
        京都府⽴医科⼤学 副学⻑・⼤学院医学研究科 教授 / 京都府⽴医科⼤学サテライト拠点⻑・的場聖明⽒
         九州⼤学⼤学院医学研究院 教授・⼆宮利治⽒ (14)
● 特別企画 4 経済循環モデル最前線（PFS/SIB） DeSC ヘルスケア株式会社 代表取締役社⻑ / 弘前⼤学 COI-NEXT 副拠点⻑・
         社会実装統括（IL）  ・瀬川翔
        花王株式会社 研究開発部⾨ 特命エキスパート / 弘前⼤学 COI-NEXT 社会実装副統括（SIL） ・桂⽊能久
        東京⼤学⼤学院薬学系研究科 特任准教授・五⼗嵐中⽒（23）
● 特別企画 5 ユニバーサル意思決定⽀援最前線 京都府⽴医科⼤学⼤学院医学研究科 教授・成本迅⽒（6）
● 特別企画 6 社会実装戦略最前線 資⽣堂、花王、サントリーウエルネス 、コープ共済連、明治安⽥、
        クラシエ、DMG 森精機
● パネルＤＣ 「健康を基軸とした地域経済循環システム（PFS/SIB）の構築（仮）」
       ＭD︓株式会社宮⽥総研 代表取締役社⻑ / 株式会社ヘルスケアイノベーション 代表取締役社⻑・宮⽥満⽒ / 村下 PL
         ＰL︓瀬川SPL、桂⽊ SIL、中路最⾼顧問、廣⽥ SPL・⽯橋 SPL・五⼗嵐客員准教授・弘前市・⻘森県・
         カゴメ・資⽣堂・雪印・ICI・コープ共済連・明治安⽥※調整中
● 閉 会 挨 拶  弘前⼤学 理事（研究担当）・副学⻑・曽我亨（2）
        弘前⼤学 COI-NEXT 副拠点⻑（SPL）・研究統括（RL）/弘前⼤学⼤学院医学研究科⻑・教授・⽯橋恭之（2）
● 交 流 会  ネットワーキングパーティー（交流会）（90）
● 併 催 企 画  QOL 健診体験＋ポスター展⽰＋だし活レシピ紹介等

ブレイクタイム（15）

program ※プログラム・登壇者は変更になる可能性があります。

申込⽅法は裏⾯へ申込⽅法は裏⾯へ
主催︓弘前⼤学・⻘森県・弘前市
後援︓⽂部科学省・（国研）科学技術振興機構（JST）
   ※調整中

QOL健診の様子

ポスター展示

「
弘
前
大
学

「
弘
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大
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特
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と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
若
い
研
究
者
の
ご
指
導
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
本

学
へ
の
多
大
な
貢
献
に
感
謝
す

る
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
研
究
科
長
で
あ
る

私
か
ら
「
こ
の
度
は
弘
前
大
学

特
別
招
聘
教
授
第
一
号
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
各
科
と
の
交
流
の
他
に
、
基

礎
研
究
等
で
の
交
流
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
学
は
こ
れ
か
ら

J-PEA
K

S

の
採
択
に
向
け
て
、

武
部
先
生
は
キ
ー
マ
ン
に
な
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

我
々
と
末
永
く
交
流
し
て
い
た

だ
き
、
弘
前
大
学
を
共
に
発
展

さ
せ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
」
と
挨
拶
い
た
し
ま
し

た
（
ち
な
み
に
武
部
先
生
、
婦

人
科
学
講
座 

横
山
教
授
、
私

は
同
期
で
し
た
）。

　

武
部
先
生
か
ら
は
「
こ
の
度

は
、
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
称

号
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
学

を
卒
業
し
て
以
来
、
ア
メ
リ
カ

に
渡
り
三
十
三
年
に
な
り
ま

す
。
Ｎ
Ｉ
Ｈ
で
は
村
井
先
生
が

第
一
号
で
研
究
所
へ
お
越
し
い

た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
の
渦
中
に
も

負
け
ず
素
晴
ら
し
い
研
究
を
さ

れ
て
お
り
、
全
力
で
お
支
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在

は
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
立
大
学
へ
移

り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
弘
前

と
研
究
・
教
育
の
面
で
よ
り
一

層
の
交
流
を
深
め
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
今
後

も
ご
尽
力
い
た
だ
け
る
旨
の
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
る
十
月
二
十
五
日
に
第
百

九
回
国
立
大
学
医
学
部
長
会
議

が
千
葉
大
学
を
主
幹
校
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
制

度
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
地
域
医

療
・
医
療
人
育
成
、
研
究
推
進
・

大
学
院
教
育
、
そ
し
て
研
究
倫

理
に
関
す
る
各
種
委
員
会
報
告

な
ど
に
加
え
、
各
大
学
か
ら
提

案
さ
れ
た
議
題
に
つ
い
て
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
、
①
研
究
力
強
化
、
大
学
院

学
位
等
の
情
報
共
有
、
②
医
療

系
大
学
間
共
用
試
験
実
施
評
価

機
構
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
年
会
費

値
上
げ
、
③
授
業
料
の
変
更
、

④
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
時
代
に

お
け
る
海
外
学
生
の
実
習
受
け

入
れ
、
④
令
和
七
年
度
医
学
部

臨
時
定
員
の
配
分
、
⑤
共
用
試

験
の
実
施
に
関
す
る
要
望
、
な

ど
が
主
な
も
の
で
す
。
予
算
や

人
員
問
題
な
ど
世
知
辛
い
議
題

が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
れ

も
当
大
学
に
と
っ
て
も
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
令
和
七
年
度
の
弘

国
立
大
学
医
学
部
長
会
議
に
出
席
し
て

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

医
学
研
究
科
長　

医
学
研
究
科
長　

石　

橋　

恭　

之

石　

橋　

恭　

之

前
大
学
の
臨
時
定
員
増
を

「
可
」
と
す
る
回
答
が
文
部
科

学
省
か
ら
十
月
二
十
九
日
付
け

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

の
臨
時
定
員
配
分
数
は
医
師
不

足
の
青
森
県
に
と
っ
て
は
非
常

に
重
要
で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う

に
地
域
医
師
確
保
の
観
点
か

ら
、
全
国
的
に
医
学
部
入
学
者

が
臨
時
定
員
追
加
に
よ
り
増
え

て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
、
既
定

の
恒
久
定
員
約
八
千
四
百
名
に

対
し
、
現
在
は
約
九
千
四
百
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
臨
時

定
員
枠
増
加
の
効
果
も
あ
り
、

青
森
県
内
の
臨
床
研
修
病
院
で

研
修
を
開
始
す
る
医
師
数
も
八

十
名
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
こ
の
医
師
需
給

は
（
図
参
照
）、
労
働
時
間
を

六
十
時
間
に
制
限
す
る
需
要

ケ
ー
ス
２
の
仮
定
に
お
い
て

も
、
令
和
五
年
の
入
学
者
が
医

師
と
な
る
二
〇
二
九
年
頃
に
は

需
要
と
供
給
が
均
衡
す
る
と
推

計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
こ
れ
は
全
国
的
な
も
の
で
あ

り
、
青
森
県
の
臨
時
定
員
配
分

が
当
面
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
と
の
こ
と
で
す
が
、
一
般
枠

で
入
学
し
た
医
学
生
が
地
域
に

残
る
比
率
は
青
森
県
が
最
低
レ

ベ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
仮
に
臨
時
定
員
が
無
く
な
る

と
、
県
内
で
臨
床
研
修
を
開
始

す
る
医
師
数
の
減
少
に
直
結
し

ま
す
。
本
年
一
月
に
、
弘
前
大

第 35 回医師需給分科会資より httpswww.mhlw.go.jpcontent10800000000665176.pdf

　

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
で
は
、
二
〇
二
四
（
令

和
六
）
年
八
月
十
四
日
㈬
に

医
学
研
究
科
基
礎
校
舎
一
階

大
会
議
室
に
お
い
て
、
本
学

第
一
号
と
な
る
「
弘
前
大
学

特
別
招
聘
教
授
」
称
号
付
与

授
与
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。「
弘
前
大
学
特
別
招
聘

教
授
」
は
、
本
学
の
教
育
研

究
の
推
進
、
質
の
向
上
に
寄

与
す
る
者
を
対
象
に
授
与
さ

れ
る
称
号
と
し
て
、
令
和
五

年
五
月
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
、
弘
前
大
学
特
別
招

聘
教
授
第
一
号
と
な
っ
た
武
部 

直
子
先
生
（
推
薦
当
時
所
属
・

職
名H

ead, T
ranslational 

Science, A
ssociate C

hief, 
D

evelopm
ent T

herapeutics 

Clinic, Early Clinical T
rials 

D
evelopm

ent Program
, D

i -
vision of Cancer T

reatm
ent 

and D
iagnosis 

（D
C

T
D

）, 
N

CI, N
IH

）
は
、
本
学
医
学
部

学
は
青
森
県
立
中
央
病
院
及
び

青
森
県
と
地
域
医
療
維
持
確
保

に
向
け
た
医
師
派
遣
等
に
関
す

る
三
者
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

が
、
県
内
外
か
ら
研
修
医
が
集

ま
る
よ
う
な
魅
力
的
な
臨
床
研

修
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
他
、
卒
前
教
育
に
お
い

て
も
医
療
系
大
学
間
共
用
試
験

で
あ
るCBT

、Pre-CC O
SCE

が
二
〇
二
三
年
か
ら
公
的
化
さ

れ
ま
し
た
。
医
学
部
も
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
等
を
含
め
、

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様

方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
一
つ

一
つ
改
革
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
弘
前
大
学
特
別
招
聘
教
授
」

　
　
　
　
　
称
号
付
与
授
与
式
を
挙
行

医
学
研
究
科
長　

医
学
研
究
科
長　

石　

橋　

恭　

之

石　

橋　

恭　

之

医
学
科
・
大
学
院
医
学
研
究
科

の
卒
業
生
で
あ
り
、
推
薦
時

は
、
ア
メ
リ
カ
国
立
衛
生
研
究

所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
に
所
属
し
、
著

名
な
研
究
業
績
を
上
げ
、
Ｎ
Ｉ

Ｈ
のT

ranslational Science

の
責
任
者
を
務
め
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｈ
に
お

い
て
本
学
研
究
者
の
受
け
入
れ

に
ご
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

本
学
と
の
国
際
共
同
研
究
の
推

進
及
び
質
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

授
与
式
で
は
福
田
学
長
か
ら

称
号
付
与
通
知
が
手
渡
さ
れ
、

「
こ
れ
ま
で
も
研
究
者
の
受
け

入
れ
等
で
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
、
弘
前
大
学
医
学

部
と
異
動
さ
れ
た
オ
ク
ラ
ホ
マ

州
立
大
学
と
協
定
を
締
結
す
る

　

こ
の
度
、
二
〇
二
四
年
七
月

十
三
・
十
四
日
に
福
島
市
で
開

催
さ
れ
た
第
九
十
八
回
日
本
病

理
学
会
東
北
支
部
学
術
集
会
に

て
学
生
奨
励
賞
を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
の
で
報
告
致
し
ま
す
。

学
会
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

貴
重
な
機
会
を
く
だ
さ
り
、
医

学
教
育
学
講
座 

鬼
島
宏
先
生

や
病
理
生
命
科
学
講
座 

吉
澤

忠
司
先
生
、
後
藤
慎
太
郎
先

受
賞
報
告
第第
9898
回
日
本
病
理
学
会
東
北
支
部
学
術
集
会

回
日
本
病
理
学
会
東
北
支
部
学
術
集
会

学
生
奨
励
賞
を
受
賞

病
理
生
命
科
学
講
座　

医
学
科
五
年　

倉　

本　

莉　

名

生
、
そ
の
他
、
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
先
生
方
に
は
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
回
は
「
左
環
指
に
爪
甲
黒

色
線
条
を
呈
し
た
１
例
」
と
い

う
演
題
で
、
悪
性
黒
色
腫
の
自

然
退
縮
と
扁
平
上
皮
病
変
の
併

存
と
い
う
、
大
変
貴
重
な
症
例

を
報
告
し
ま
し
た
。
皮
膚
原
発

の
悪
性
黒
色
腫
で
は
一
〇
〜
三

五
％
の
症
例
で
自
然
退
縮
が
見

ら
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
邦
で
最
多

の
病
型
で
あ
る
末
端
黒
子
型
は

自
然
退
縮
を
起
こ
す
頻
度
が
最

も
低
く
、
一
・
八
％
～
三
・
三
％

で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
悪
性
黒
色
腫
の
自
然
退
縮

を
示
す
組
織
学
的
特
徴
も
い
く

つ
か
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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こ
の
度
、
第
百
七
十
八
回
日

本
循
環
器
学
会
東
北
地
方
会

に
てY

oung Investigatorʼs 
A

w
ard

研
究
発
表
部
門
に
て

最
優
秀
賞
を
拝
受
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
現
在
、
循
環
器
腎
臓
内
科

学
講
座
に
て
皮
下
植
込
み
型
除

細
動
器
（S-ICD

）
の
研
究
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
、「
経
静

脈
植
込
み
型
除
細
動
器
と
皮
下

植
込
み
型
除
細
動
器
（S-ICD

）

の
長
期
有
用
性
の
比
較
検
討

：

傾
向
ス
コ
ア
マ
ッ
チ
解
析
」
と

う
い
う
演
題
名
で
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
植
込
み
型
除
細
動
器

（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
）
は
致
死
性
心
室
性

不
整
脈
に
よ
る
心
臓
突
然
死
を

回
避
す
る
最
も
有
効
か
つ
確
立

さ
れ
た
治
療
法
で
す
。
本
邦
で

は
二
〇
一
六
年
二
月
か
ら
は
シ

ス
テ
ム
全
体
が
血
管
外
に
留
置

炎
症
で
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
臨
床
経
過
を
含
め
た
総
合

的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
、
扁
平
上
皮
病
変
に
つ
い

て
は
、
異
型
に
乏
し
く
、
腫
瘍

か
否
か
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
実
際
に
爪
下
悪
性
黒
色

腫
で
は
一
四
％
で
扁
平
上
皮
癌

の
合
併
が
見
ら
れ
た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
す
が
、
同
報
告
で
爪

下
悪
性
黒
色
腫
に
合
併
し
た
爪

下
扁
平
上
皮
癌
は
い
ず
れ
も
高

分
化
型
で
あ
り
、
腫
瘍
か
反
応

性
病
変
か
判
断
が
困
難
な
症
例

も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
本
症

例
で
は
、
反
応
性
病
変
と
判
断

し
ま
し
た
。

　

発
表
後
の
懇
親
会
で
は
他
大

学
の
先
生
方
と
交
流
を
深
め
、

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
こ
と

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

が
で
き
ま
し
た
。
三
月

か
ら
ク
リ
ニ
カ
ル
ク

ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
が
始
ま

り
卒
業
後
の
進
路
に
つ

い
て
具
体
的
に
考
え
る

こ
と
が
増
え
た
中
で
、

実
際
に
病
理
医
と
し
て

働
く
先
生
方
か
ら
自
ら

の
経
験
に
基
づ
い
た
貴

重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
、
ク
リ
ニ
カ
ル
・
ク

ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
や
初
期

研
修
で
学
ぶ
べ
き
目
標

を
定
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

私
は
三
年
次
の
研
究

室
研
修
か
ら
病
理
生
命

科
学
講
座
で
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
先

生
方
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
は
と
て
も
優
し
く
、
学
会

発
表
・
参
加
に
加
え
病
理
解
剖

の
見
学
な
ど
、
様
々
な
経
験
を

学
生
に
与
え
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
改
め
ま
し
て
、
温
か
い
ご

指
導
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

受
賞
報
告
第第
178178
回
日
本
循
環
器
学
会
東
北
地
方
会

回
日
本
循
環
器
学
会
東
北
地
方
会

Ｙ
Ｉ
Ａ
研
究
発
表
部
門
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を
受
賞

附
属
病
院
／
循
環
器
内
科
、
腎
臓
内
科　

医
員　

金　

野　

佑　

基

さ
れ
心
臓
に
触
れ
ず
に
突
然
死

を
回
避
す
る
、
皮
下
植
込
み
型

除
細
動
器
（S-ICD

）
が
保
険

償
還
さ
れ
、
急
速
に
普
及
拡
大

が
進
ん
で
い
ま
す
。S-ICD

の

有
効
性
及
び
安
全
性
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
日
本

人
患
者
に
お
け
る
長
期
有
用
性

を
検
討
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

S-ICD

は
従
来
の
経
静
脈
植
込

み
型
除
細
動
器
（T

V
-ICD

）

と
比
較
し
て
、
Ｔ
波
の
オ
ー

バ
ー
セ
ン
シ
ン
グ
に
由
来
す
る

不
適
切
シ
ョ
ッ
ク
の
割
合
が
高

い
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
一

つ
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
の

がSM
A

RT
 Pass filter

で
、

9H
z

未
満
の
低
い
周
波
数
の
信

号
の
振
幅
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

でS-ICD

の
不
適
切
作
動
を
回

　

こ
の
度
、
二
〇
二
四
年
六
月

に
弘
前
市
で
開
催
さ
れ
た
第
百

七
十
八
回
日
本
循
環
器
学
会
東

北
地
方
会
に
て
、Y

oung In-
vestigatorʼs A

w
ard

（
Ｙ
Ｉ

Ａ
）
症
例
発
表
部
門
で
「
心
室

頻
拍
ス
ト
ー
ム
に
対
す
る
緊
急

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
奏
功
し
た
甲
状
腺
中
毒
症
の

一
例
」
と
い
う
演
題
で
発
表
を

行
い
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
。
心
室
頻
拍（
Ｖ
Ｔ
）

は
致
死
性
心
室
性
不
整
脈
で
あ

り
、
二
十
四
時
間
以
内
に
三
回

以
上
の
電
気
的
除
細
動
が
必
要

な
状
態
を
「
Ｖ
Ｔ
ス
ト
ー
ム
」

と
呼
び
ま
す
。
血
行
動
態
の
破

綻
を
引
き
起
こ
す
危
険
な
状
態

で
あ
り
、
緊
急
対
応
を
要
す
る

病
態
で
す
。
今
回
、
甲
状
腺
機

能
亢
進
症
を
合
併
し
た
薬
物
治

療
抵
抗
性
の
右
室
流
出
路
起
源

Ｖ
Ｔ
ス
ト
ー
ム
の
症
例
に
対

し
、
甲
状
腺
ク
リ
ー
ゼ
の
増
悪

リ
ス
ク
を
十
分
に
検
討
し
た
上

で
、
ベ
イ
ル
ア
ウ
ト
を
目
的

に
、
緊
急
Ｖ
Ｔ
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
施
行
し
ま
し
た
。
通
電
に

よ
っ
て
Ｖ
Ｔ
を
速
や
か
に
抑
制

し
、
血
行
動
態
の
破
綻
を
回
避

す
る
こ
と
が
で
き
、
周
術
期
合

併
症
を
伴
う
こ
と
な
く
自
宅
退

院
に
至
り
ま
し
た
。
治
療
戦
略

の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
甲
状

腺
機
能
亢
進
症
の
背
景
甲
状
腺

疾
患
や
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア
プ

ロ
ー
チ
部
位
、
造
影
剤
の
使
用

の
必
要
性
な
ど
を
含
む
リ
ス
ク

受
賞
報
告

第第
178178
回
日
本
循
環
器
学
会
東
北
地
方
会

回
日
本
循
環
器
学
会
東
北
地
方
会

Ｙ
Ｉ
Ａ
症
例
発
表
部
門
最
優
秀
賞
受
賞

心
臓
病
遠
隔
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
学
講
座　

助
手　

日　

山　

芽　

維

受
賞
報
告
第第
1818
回
東
北
糖
鎖
研
究
会

回
東
北
糖
鎖
研
究
会

２
０
２
４
年
度
箱
守
賞
の
優
秀
論
文
賞
を
受
賞

附
属
病
院
／
呼
吸
器
内
科
、
感
染
症
科　

病
院
助
手　

小　

堀　

由　

璃

　

令
和
六
年
十
月
五
～
六
日
に

か
け
て
開
催
さ
れ
た
第
十
八
回

東
北
糖
鎖
研
究
会
に
お
い
て
、

箱
守
賞
優
秀
論
文
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま

す
。
論
文
名
は
「T

M
EM

2 
suppresses T

LR3-m
ediated 

IF
N

-

β/ISG
56/C

X
C

L
10 

expression in B
E

A
S-2B 

bronchial epithelial cells 

（BEA
S-2B

気
管
支
上
皮
細
胞

に
お
い
てT

M
EM

2

はT
LR3

を
介
し
たIFN

-

β/ISG56/
CX

CL10

発
現
を
抑
制
す
る
）」

で
、
こ
の
論
文
はM

ol. Biol. 
Rep. 51:417, 2024. 

に
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

呼
吸
器
領
域
に
お
い
て
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
頻
度
は
多
く
、

SA
RS-CoV

-2

や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
度
々

ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
特
異
的
な
治

療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の

は
少
な
く
、
今
後
の
治
療
法
開

発
の
た
め
に
は
気
管
支
上
皮
細

胞
で
の
抗
ウ
イ
ル
ス
自
然
免
疫

応
答
の
解
明
が
必
要
で
す
。
今

回
の
研
究
で
はT

ransm
em

-
brane protein 2

（T
M

EM
2

）

と
抗
ウ
イ
ル
ス
自
然
免
疫
応
答

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

T
M

EM
2

は
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
代

謝
に
関
わ
る
２
型
膜
貫
通
型
タ

ン
パ
ク
質
で
あ
り
、
心
内
膜
・

心
筋
・
骨
格
筋
の
形
態
形
成
、

膀
胱
癌
や
乳
癌
の
予
後
と
の
関

連
な
ど
、
様
々
な
機
能
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
肝
細
胞
癌
株
でT

M
EM

2

がJA
K

-ST
A

T

シ
グ
ナ
ル
伝

達
を
増
強
し
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
抑
制
さ
れ
た
と
す

る
報
告
に
着
目
し
、
ウ
イ
ル
ス

感
染
機
会
の
多
い
気
管
支
上
皮

細
胞
で
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
免
疫
組
織
化
学
で
正

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

避
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
本
研

究
で
は
当
施
設
に
てS-ICD

お

よ
びT

V
-ICD

植
込
み
が
行
わ

れ
た
連
続
症
例
を
対
象
に
傾
向

ス
コ
ア
マ
ッ
チ
解
析
を
用
い
て

患
者
背
景
を
調
整
し
た
上
で
、

SM
A

RT
 Pass filter

が
設
定

さ
れ
たS-ICD

とT
V

-ICD

の

比
較
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
Ｉ

Ｃ
Ｄ
適
切
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
両
群
で
有
意
差
を
認
め
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
従
来

S-ICD

で
多
い
と
さ
れ
て
い
た

不
適
切
作
動
は
、S-ICD

群
全

例
でSM

A
RT

 Pass filter

が

設
定
さ
れ
た
本
研
究
で
はT

V
-

ICD

と
比
較
し
て
有
意
差
を
認

め
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
し
、

T
V

-ICD

で
は
適
切
作
動
、
不

適
切
作
動
と
も
に
約
七
割
で
抗

頻
拍
ペ
ー
シ
ン
グ
の
作
動
に
よ

り
シ
ョ
ッ
ク
を
回
避
で
き
て
お

り
、T

V
-IC

D

の
利
点
も
明
ら

か
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
今

回
の
検
討
で

S-ICD
の
利
点

と
し
て
示
さ
れ

た
の
が
リ
ー
ド

関
連
合
併
症
を

メ
イ
ン
と
し
た

合
併
症
発
生
率

の
低
さ
で
す
。

若
年
、
血
管
ア

ク
セ
ス
が
困
難

な
患
者
、
創
部

感
染
症
の
リ
ス

ク
の
高
い
患
者
で
はS-ICD

の

合
併
症
の
少
な
さ
は
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
な
り
う
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
各
デ
バ

イ
ス
の
特
徴
を
理
解
し
た
上

で
、
適
切
な
適
応
判
断
を
行
う

こ
と
で
両
者
の
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
結
論

づ
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
今

後
も
研
鑽
を
重
ね
て
参
る
所
存

で
す
。
本
研
究
の
ご
指
導
を
い

た
だ
き
ま
し
た
循
環
器
腎
臓
内

科
学
講
座
富
田
泰
史
教
授
、

佐
々
木
真
吾
准
教
授
、
石
田
祐

司
先
生
ら
共
同
研
究
者
の
諸
先

生
方
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

受
賞
報
告

評
価
を
慎
重
に
行
い
、
機
械
的

補
助
循
環
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
考
慮
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
甲
状
腺
ク
リ
ー
ゼ
を
含

む
周
術
期
合
併
症
の
リ
ス
ク
を

十
分
に
検
討
し
た
上
で
施
行
し

た
緊
急
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

自
身
に
と
っ
て
大
変
意
義
の
あ

る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
基
礎
研
究
に
よ
り
、
甲

状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
心
筋
に
対
し

て
、
催
不
整
脈
作
用
と
し
て
影

響
す
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
甲
状
腺
機
能
亢
進

症
に
合
併
す
る
Ｖ
Ｔ
に
対
す
る

緊
急
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
エ
ビ

デ
ン
ス
は
依
然
と
し
て
不
十
分

で
す
。
本
症
例
を
通
じ
て
、
ベ

イ
ル
ア
ウ
ト
を
目
的
と
し
た
緊

急
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
、
有
効
な
治
療
選
択
肢
と

な
り
得
る
状
況
が
、

一
定
数
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
今

後
の
循
環
器
診
療
と

エ
ビ
デ
ン
ス
構
築
の

一
助
と
な
れ
ば
と
考

え
、
今
回
の
症
例
発

表
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
Ｙ
Ｉ
Ａ

は
、
循
環
器
病
学
の

発
展
と
若
手
循
環
器

専
門
医
の
育
成
を
目

的
に
設
け
ら
れ
た
賞

で
す
。
弘
前
大
学
循

環
器
学
教
室
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
診

療
の
中
で
、
治
療
選

択
や
そ
の
適
応
判
断

に
悩
ま
し
い
症
例
に

直
面
し
、
患
者
様
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
経
験

に
つ
い
て
発
表
す
る
こ
と
が
で

き
、
自
身
に
と
っ
て
大
変
意
義

深
い
学
会
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
チ
ー
ム
で
協
議
を
重
ね
、

若
手
不
整
脈
専
攻
医
と
し
て
最

適
な
不
整
脈
診
療
の
実
現
を
目

指
し
、
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最

後
に
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
循

環
器
腎
臓
内
科
学
講
座
の
富
田

泰
史
教
授
を
は
じ
め
、
多
く
の

諸
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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今
回
、
第
五
十
五
回
日
本
膵

臓
学
会
大
会
でY

oung Inves-
tigator A

w
ard

を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
、
膵
臓
病
診

療
へ
の
応
用
と
い
う
観
点
で
将

来
性
が
高
い
若
手
研
究
者
の
研

究
成
果
を
称
え
る
も
の
で
す
。

１
等
か
ら
３
等
ま
で
の
三
人
に

与
え
ら
れ
ま
す
が
、
２
等
を
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
消
化
器
外
科
学
の
大
学

院
生
で
あ
り
、
分
子
病
態
病
理

学
講
座
に
お
い
て
膵
臓
癌
と
糖

尿
病
の
関
係
性
に
焦
点
を
当
て

た
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
受
賞
発
表
は
「
長
期
糖

尿
病
罹
患
は
癌
間
質
Ｍ
２
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
硫
黄
代
謝
を
促

進
し
膵
癌
の
予
後
を
増
悪
さ
せ

る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
す
。

　

長
期
糖
尿
病
罹
患
が
膵
癌
の

予
後
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

硫
黄
代
謝
か
ら
検
討
を
加
え
た

こ
と
が
、
新
し
い
視
点
と
し
て

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
分
子
病
態
病
理
学

講
座
で
は
、
長
期
糖
尿
病
罹
患

が
膵
癌
の
予
後
を
増
悪
さ
せ
る

こ
と
を
報
告
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
機
序
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
膵
癌
で

は
癌
間
質
が
そ
の
悪
性
度
の
決

定
に
密
接
に
関
与
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
膵
癌
間
質
の
み
を

プ
ロ
テ
オ
ー
ム
解
析
（
サ
ン
プ

ル
内
の
全
タ
ン
パ
ク
質
を
包
括

的
に
検
出
す
る
手
法
）
に
か
け

て
治
療
標
的
シ
グ
ナ
ル
を
探
索

し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
長
期
糖
尿
病
合

併
膵
癌
の
癌
間
質
に
存
在
す
る

炎
症
抑
制
性
Ｍ
２
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
で
、
硫
黄
代
謝
に
関

連
す
る
タ
ン
パ
ク
質
の
発
現
が

亢
進
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。
Ｍ
２

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
は
膵

癌
の
予
後
を
増
悪
さ
せ

る
免
疫
細
胞
で
あ
る
た

め
、
長
期
糖
尿
病
は
Ｍ

２
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の

硫
黄
代
謝
を
亢
進
さ

せ
、
そ
の
細
胞
機
能
を

活
性
化
さ
せ
て
い
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
は
、
Ｍ
２
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
硫
黄
代
謝
を
標

的
と
す
る
新
規
治
療
法
の
開
発

に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
論
文
化
に
は
ま
だ
ま
だ
結

果
が
足
り
な
い
た
め
、
今
後
さ

ら
に
研
究
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ご
指
導
い
た
だ
い
た
消
化
器

外
科
学
講
座
の
袴
田
教
授
、
分

子
病
態
病
理
学
講
座
の
水
上
教

授
、
な
ら
び
に
両
講
座
の
先
生

方
、
実
験
助
手
の
方
々
、
ま
た

プ
ロ
テ
オ
ー
ム
解
析
を
行
っ
て

い
た
だ
い
た
分
子
生
体
防
御
学

講
座
の
多
田
羅
先
生
に
は
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

二
〇
二
四
年
五
月
十
一
日
に

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
た

「U
JA

 outstanding paper 
aw

ard 2024

」
に
お
い
て
、
論

文
賞
（
奨
励
賞
）
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
。
今
回
、
筆
頭
著
者

と
し
て
報
告
し
た
「N

euronal 
SN

CA
 transcription during 

Lew
y body form

ation

」
が

海
外
日
本
人
研
究
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（U

nited Japanese 
R

esearchers A
round the 

W
orld, U

JA

）
に
評
価
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
名
誉

あ
る
賞
で
す
の
で
光
栄
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

Ｕ
Ｊ
Ａ
は
二
〇
一
三
年
に
米

国
東
海
岸
の
日
本
人
研
究
者
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
中
心
と
な
っ

て
、
留
学
前
・
中
・
後
の
研
究

者
へ
の
情
報
提
供
・
支
援
を
提

供
す
る
窓
口
を
整
備
す
る
た
め

に
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
日
本

学
術
振
興
会
も
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
大
き
な
団
体
で
す
。
Ｕ
Ｊ

Ａ
論
文
賞
は
、
海
外
で
活
躍
す

る
若
手
研
究
者
を
支
援
す
る
た

め
、
北
米
を
中
心
に
世
界
で
活

動
し
て
い
る
日
本
人
研
究
者
を

対
象
に
、
優
秀
な
科
学
論
文
を

公
募
し
、
毎
年
表
彰
し
て
い
ま

す
。
論
文
賞
、
特
別
賞
、
奨
励

賞
の
順
で
順
位
が
高
く
、
今
年

は
応
募
数
百
八
、
受
賞
者
数
二

十
九
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
審

査
委
員
に
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
は
留
学
先
の
カ

ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
大
学
で
行
っ

た
も
の
で
す
。
レ
ビ
ー
小
体
は

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
お
よ
び
レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
で
特
徴
的

に
出
現
す
る
病
的
構
造
物
で

す
。
レ
ビ
ー
小
体
は
α-

シ
ヌ

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

常
ヒ
ト
組
織
で
のT

M
EM

2

の

発
現
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

気
管
支
上
皮
細
胞
で
は
細
胞
質

全
体
に
発
現
が
認
め
ら
れ
た
一

方
、
既
存
報
告
の
あ
っ
た
肝
細

胞
で
は
発
現
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
次
に
、
非
癌
性
気
管
支

上
皮
細
胞
株
で
あ
るBEA

S-2B

細
胞
を
培
養
し
、
二
種
類
の

siRN
A

でT
M

EM
2

を
ノ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
し
た
後
、T

oll-like 
receptor 3

（T
LR3

）
の
リ
ガ

ン
ド
で
あ
る
合
成
二
本
鎖RN

A

（poly IC

）
を
添
加
し
て
実
験

し
ま
し
た
。poly IC

刺
激
時
に

T
M

EM
2

を
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
し

受
賞
報
告
第第
5555
回
日
本
膵
臓
学
会
大
会

回
日
本
膵
臓
学
会
大
会

Young Investigator Award
を
受
賞
し
て

附
属
病
院
／
消
化
器
外
科
、
乳
腺
外
科　

病
院
助
手　

山　

田　

貴　

大

受
賞
報
告
海
外
日
本
人
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｕ
Ｊ
Ａ
）

海
外
日
本
人
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｕ
Ｊ
Ａ
）

論
文
賞
２
０
２
４
を
受
賞
し
て

附
属
病
院
／
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
教　

今　
　
　

智　

矢

　

本
年
八
月
一
日
、
医
学
部
医

学
科
を
卒
業
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
（
在
留
邦
人
の
た
め
の

健
康
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）・

ド
イ
ツ
の
代
表
で
あ
る
馬
場
恒

春
先
生
（
昭
和
五
十
三
年
卒
）

が
外
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

馬
場
先
生
は
二
〇
一
〇
年
よ

り
ド
イ
ツ
で
内
科
医
と
し
て
活

動
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
在
留

邦
人
へ
の
日
本
語
で
の
医
療
関

連
情
報
の
発
信
活
動
、
多
様
な

テ
ー
マ
で
の
邦
人
向
け
セ
ミ

ナ
ー
の
企
画
・
開
催
等
を
通
じ

て
、
当
地
で
生
活
す
る
在
留
邦

人
の
健
康
及
び
福
祉
の
向
上
に

ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

外
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
（
本
報
告
は
鵬
桜
会
を
通

じ
て
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
、

外
務
省
Ｈ
Ｐ
を
参
考
に
作
成
し

て
お
り
ま
す
。）
出
典
：
「
Ｊ

Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
・
ド
イ
ツ
代
表

　

馬
場
恒
春
氏
に
外
務
大
臣
表

彰
の
授
与
決
定
（
令
和
六
年
八

月
一
日
）」（
外
務
省
Ｈ
Ｐ
）」

　

櫻
井
記
念
医
学
研
究
賞
は
株

式
会
社
丸
大
サ
ク
ラ
ヰ
薬
局
か

ら
の
ご
寄
付
を
原
資
と
し
て
平

成
二
十
九
年
度
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
目
的
は
、
国
際
的

医
学
研
究
に
よ
る
研
鑽
を
通
じ
、

大
学
院
医
学
研
究
科
及
び
医
学

部
附
属
病
院
に
お
け
る
研
究
者

の
育
成
、
青
森
県
の
地
域
課
題

で
あ
る
短
命
県
の
返
上
並
び
に

将
来
に
わ
た
る
地
域
医
療
の
更

な
る
発
展
に
資
す
る
事
業
を
支

援
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
特

別
賞
は
一
件
三
百
万
円
以
内
、

若
手
奨
励
賞
は
百
万
円
以
内
と

し
て
お
り
、
選
考
に
当
た
っ
て

は
こ
れ
ま
で
の
国
際
共
同
研
究

の
実
績
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の

研
究
計
画
を
審
査
し
、
受
賞
者

に
は
研
究
論
文
を
成
果
と
し
て

求
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
七
回
目
と
な
る
今
年
度
は

四
月
に
公
募
を
開
始
し
、
特
別

賞
に
二
名
、
若
手
奨
励
賞
に
は

二
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

研
究
推
進
委
員
会
に
お
け
る
厳

正
な
選
考
の
結
果
、
特
別
賞
は

ゲ
ノ
ム
生
化
学
講
座
准
教
授
の

藤
田
敏
次
先
生
の
『enChIP

法

を
利
用
し
た
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ 

ー
の
治
療
標
的
の
同
定
』
が
選

出
さ
れ
、
七
月
十
七
日
の
教
授

ク
レ
イ
ン
が
凝
集
し
た
も
の
で

す
が
、
そ
の
形
成
過
程
に
お
け

る
α-

シ
ヌ
ク
レ
イ
ン
遺
伝
子

の
発
現
制
御
に
つ
い
て
は
不
明

で
し
た
。
本
研
究
で
は
、
新
規

in-situ hybridization

技
術
で

あ
るRN

A
scope

と
α-

シ
ヌ

ク
レ
イ
ン
免
疫
蛍
光
を
組
み
合

わ
せ
、
正
常
ニ
ュ
ー
ロ
ン
、
レ

ビ
ー
小
体
前
駆
体
、
レ
ビ
ー
小

体
に
お
け
る
α-

シ
ヌ
ク
レ
イ

ンRN
A

密
度
を
詳
細
に
解
析

第
７
回 

櫻
井
医
学
研
究
賞
授
与
式

医
学
研
究
科
長　

医
学
研
究
科
長　

石　

橋　

恭　

之

石　

橋　

恭　

之

た
細
胞
で
は
抗
ウ
イ
ル
ス
作
用

を
持
つinterferon （IFN

）-

β、

C-X-C m
otif chem

okine ligand 
10 （CXCL10

）、IFN
-stim

ulated 
gene

（ISG

）56

の
有
意
な
増
加

を
認
め
、
気
管
支
上
皮
細
胞
で

はT
M

EM
2

が
過
剰
な
免
疫
応

答
を
抑
え
る
方
向
に
働
い
て
い

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

T
M

EM
2

は
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
代

謝
と
の
関
連
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
分

解
と
合
成
の
ど
ち
ら
に
働
く
か

は
今
も
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、T

M
EM

2

に
よ
る

T
LR3

シ
グ
ナ
ル
の
抑
制
に
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸
代
謝
が
関
与
し
て

い
る
か
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

T
M

EM
2

の
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
又

はpoly IC

の
刺
激
で
培
養
液
中

の
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
濃
度
は
低
下

し
た
も
の
の
、
両
者
の
相
加
・

相
乗
効
果
は
認
め
ず
、

T
M

EM
2

がT
LR3 

シ
グ
ナ
ル

の
抑
制
効
果
を
示
す
作
用
機
序

に
つ
い
て
は
、
更
な
る
研
究
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回

の
論
文
作
成
・
受
賞
講
演
に
あ

た
り
御
指
導
・
御
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
今
泉
忠
淳
先
生
、
大

山
力
先
生
、
田
坂
定
智
先
生
並

び
に
多
く
の
先
生
方
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
ま
し
た
。
結
果
、
α

-

シ
ヌ
ク
レ
イ
ン
Ｒ
Ｎ

Ａ
は
正
常
ニ
ュ
ー
ロ
ン

で
は
多
量
に
発
現
し
て

い
る
も
の
の
、
レ
ビ
ー

小
体
で
は
少
量
し
か
発

現
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
初
め
に
こ
の

所
見
を
見
つ
け
た
時
、「
こ
の

こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
は
世
界

で
自
分
し
か
い
な
い
に
違
い
な

い
！
」
と
非
常
に
興
奮
し
、
ワ

ク
ワ
ク
し
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。
サ
イ
エ
ン
ス
の

喜
び
は
ま
さ
に
そ
う
ゆ
う
瞬
間

を
得
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
も
の
で
す
。

　

本
寄
稿
に
よ
り
Ｕ
Ｊ
Ａ
論
文

賞
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

賞
に
応
募
す
る
本
学
関
係
者
が

増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。筆
末
で
は
あ
り
ま
す
が
、

快
く
留
学
に
送
り
出
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
脳
神
経
内
科
学
講

座
の
先
生
方
に
深
謝
い
た
し
ま

す
。
本
賞
の
受
賞
を
励
み
に
、

今
後
も
目
の
前
の
患
者
さ
ん
一

人
一
人
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

診
療
・
教
育
・
研
究
に
邁
進
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
報
告

馬
場
恒
春
先
生
、

外
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

事 

務 

部

会
に
て
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
若
手
奨
励
賞
に
申
請
さ
れ

た
二
件
は
、
共
に
選
考
委
員
の

絶
対
評
価
点
数
は
高
か
っ
た
の

で
す
が
、
本
賞
の
公
募
要
項
に

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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特
別
賞
を
受
賞
し
て

ゲ
ノ
ム
生
化
学
講
座　

准
教
授　

藤　

田　

敏　

次

　

こ
の
度
は
、
第
七
回
櫻
井
医

学
研
究
賞（
特
別
賞
）を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
は
じ
め
に
、
株
式
会
社
丸

大
サ
ク
ラ
ヰ
薬
局
取
締
役
会
長

櫻
井
清
様
、
同
顧
問
櫻
井
雅
子

様
、
審
査
委
員
の
先
生
方
、
関

係
者
の
皆
様
、
ま
た
、
普
段
ご

指
導
い
た
だ
い
て
い
る
藤
井
穂

高
教
授
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
回
ご
評
価
い
た
だ
き
ま
し

た
研
究
は
、「enChIP

法
を
利

用
し
た
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の

治
療
標
的
の
同
定
」
に
な
り
ま

す
。
筋
強
直
性
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
１
型
（
Ｄ
Ｍ
１
）

は
、
筋
肉
の
萎
縮
や
筋
力

の
低
下
を
症
状
と
す
る
難

病
指
定
の
疾
患
で
あ
り
、

根
本
的
な
治
療
法
は
存
在

し
て
い
ま
せ
ん
。
十
万
人

当
た
り
七
人
程
度
の
発
症

率
の
疾
患
で
あ
り
、
原
因

遺
伝
子
と
し
てD

M
PK

遺
伝
子
が
同
定
さ
れ
て
い

ま
す
。D

M
PK

遺
伝
子

は
、
遺
伝
子
の
 3ʼ
側
非
翻

訳
領
域
に
Ｃ
Ｔ
Ｇ
の
三
塩
基
か

ら
な
る
繰
り
返
し
（
Ｃ
Ｔ
Ｇ
リ

ピ
ー
ト
）
を
持
っ
て
お
り
、
Ｃ

Ｔ
Ｇ
リ
ピ
ー
ト
が
過
剰
に
多
く

な
る
こ
と
で
、
Ｄ
Ｍ
１
が
発
症

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
研
究
で
は
、
当
研

究
室
で
開
発
し
た
遺
伝
子
座
特

異
的
ク
ロ
マ
チ
ン
免
疫
沈
降
法

の
一
つ
で
あ
るenChIP

法
と

い
う
技
術
を
用
い
て
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
共
同
研
究
者
と
協
力
し

な
が
ら
、
Ｄ
Ｍ
１
変
異
を
持
つ

変
異
ヒ
ト
胚
性
幹
細
胞
な
ど
か

ら
Ｃ
Ｔ
Ｇ
リ
ピ
ー
ト
の
増
幅
・

維
持
に
関
与
す
る
蛋
白
質
を
同

定
し
、
同
定
蛋
白
質
が
関
与
す

る
分
子
機
構
の
解
明
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
Ｇ
リ
ピ
ー
ト

増
幅
・
維
持
の
分
子
機
構
を
解

明
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
標
的

と
し
た
治
療
薬
の
開
発
に
つ
な

が
り
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
１
の
治
療
法

の
確
立
を
目
指
し
て
、
今
回
の

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
研
究

費
を
有
効
活
用
し
、
本
国
際
共

同
研
究
お
よ
び
本
学
の
国
際
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
当
研

究
室
で
開
発
し
た
技
術
を
用
い

て
、
疾
患
の
早
期
発
見
や
治
療

に
つ
な
が
る
よ
う
な
研
究
を
今

後
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支

援
な
ら
び
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
に
関
し
て
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
教
員
を
受
賞
し
て

教
育
に
関
し
て
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
教
員
を
受
賞
し
て

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

臨
床
検
査
医
学
講
座　

講
師　

糸　

賀　

正　

道

　

こ
の
度
「
教
育
に

関
し
て
優
れ
た
業
績

を
上
げ
た
教
員
」
と

し
て
表
彰
し
て
い
た

だ
き
、
誠
に
光
栄
に

思
う
と
と
も
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

以
前
所
属
し
て
い

た
大
学
よ
り
、
臨
床

技
能
・
態
度
を
評
価

す
る
客
観
的
臨
床
能

力
試
験
で
あ
る

O
bjective Structured 

Clinical Exam
ination

（
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
）
に
て
学
内
指
導
者
・
評

価
者
と
し
て
学
生
の
教
育
に
少

し
ず
つ
携
わ
っ
て
参
り
ま
し

た
。
本
学
に
移
っ
て
か
ら
今
に

至
る
ま
で
、
臨
床
実
習
前
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
で
は
胸
部
・
バ
イ
タ
ル
・

医
療
面
接
・
感
染
対
策
と
い
く

つ
か
の
分
野
に
お
い
て
学
内
で

の
指
導
や
評
価
だ
け
で
な
く
外

部
評
価
者
と
し
て
携
わ
り
、
臨

床
実
習
後
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
お
い
て

も
同
様
に
学
内
・
外
部
評
価
者

と
し
て
携
わ
っ
て
き
た
こ
と

が
、
今
回
評
価
い
た
だ
い
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
評
価
者
を
行
っ
て

お
り
ま
す
と
様
々
な
問
題
点
が

見
え
て
参
り
ま
す
。
特
に
最
近

非
常
に
問
題
で
あ
る
と
感
じ
る

こ
と
は
、
臨
床
実
習
前
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
で
で
き
て
い
た
臨
床
的
手
技

が
、
臨
床
実
習
後
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
で

は
全
く
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

学
生
が
多
い
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
本
学
だ
け
の
問
題
で
は
な
く

全
国
の
ど
の
大
学
で
も
同
様
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
こ

最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
十
分
な
臨
床
実
習
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
約
二
年
間
の
臨
床
実
習

で
変
な
ク
セ
が
つ
い
て
し
ま
い

自
己
流
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
聴

診
を
例
に
挙
げ
る
と
、
骨
の
上

を
聴
診
す
る
な
ど
の
聴
診
部
位

が
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
、

二
・
三
カ
所
し
か
聴
診
し
な
い

で
心
音
・
肺
音
を
判
断
す
る
、

イ
ヤ
ー
ピ
ー
ス
の
向
き
が
誤
っ

て
い
る
な
ど
の
間
違
っ
た
臨
床

的
手
技
が
見
受
け
ら
れ
る
学
生

が
意
外
に
多
い
こ
と
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。
臨
床
実
習
で
の
診
療

科
ご
と
に
し
っ
か
り
と
し
た
指

導
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
教
員

側
の
問
題
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
前
に
学
生
自
身

が
臨
床
実
習
前
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
で
学

修
し
て
い
る
基
本
的
な
技
能
を

定
期
的
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
臨
床
実
習
に
臨
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
基
本
的
技
能
の
自
己
研
鑽

に
つ
い
て
は
、
医
師
と
し
て
継

続
的
に
行
う
も
の
で
あ
り
、
臨

床
実
習
前
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
か
ら
十
分

指
導
し
て
い
く
所
存
で
す
。
そ

の
他
、ま
だ
ま
だ
問
題
点
は
残
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
指
導
で
少
し
で
も
解
決
で

き
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
賞
に
御
推
薦

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改

め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
呼
吸
器
内
科
学
講
座
の

皆
様
、
感
染
制
御
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
、
臨
床
検
査
医
学
講
座
・

検
査
部
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も

御
指
導
・
御
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

附
属
病
院　

総
合
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー

　

助
教　

市　

川　

博　

章

　

こ
の
度
は
、
栄
誉
あ
る
「
教

育
に
関
し
て
優
れ
た
業
績
を
上

げ
た
教
員
」
と
し
て
表
彰
い
た

だ
き
、
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お

り
ま
す
。
様
々
な
形
で
ご
指

導
・
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様

に
、
ま
ず
は
心
よ
り
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
主
に
循
環
器
腎
臓
内
科

の
臨
床
実
習
（
ク
リ
ニ
カ
ル
ク

ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
）
担
当
を
三
年

前
か
ら
、
臨
床
前
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
胸

部
診
察
の
チ
ー
フ
を
昨
年
度
か

ら
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年

度
ま
で
は
直
接
講
義
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
上
記
二
点
の
活

動
・
指
導
が
評
価
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
私
自
身
は
教
育
法
を
確
立

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
僭
越
な
が
ら
普
段
学
生

に
対
し
て
行
な
っ
て
い
る
教
育

に
つ
い
て
記
載
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
忙
し
い
臨

床
の
合
間
を
縫
い
な
が
ら
ご
指

導
に
対
し
て
協
力
い
た
だ
い
た

教
室
の
先
生
方
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
私
一
人
で
は
で
き

る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

く
、
懇
切
丁
寧
に
教
育
し
た
こ

と
が
学
生
さ
ん
達
に
好
評
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

個
人
と
し
て
は
学
生
さ
ん
に
対

し
て
は
用
事
が
な
く
て
も
声
が

け
を
す
る
よ
う
に
し
、
時
に
は

緊
張
を
ほ
ぐ
す
よ
う
な
ジ
ョ
ー

ク
を
交
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
最
近
は
心
根
の
い
い
学
生

さ
ん
が
多
く
笑
顔
で
対
応
し
て

く
れ
ま
す
。
本
質
の
医
学
教
育

に
つ
い
て
は
先
進
医
療
ほ
ど
教

え
る
の
は
難
し
く
、
型
通
り
の

説
明
に
落
ち
着
い
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
で
す
。
な
る
べ
く
身

近
な
も
の
を
例
え
に
し
て
教
え

る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
五

感
を
フ
ル
に
使
っ
た
診
察
も
身

に
付
く
こ
と
が
多
く
、
積
極
的

に
聴
診
や
触
診
、
診
察
、
心
電

図
な
ど
直
に
行
う
こ
と
で
身
体

診
察
の
技
術
を
学
ん
で
も
ら
え

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療

面
接
に
つ
い
て
も
新
患
対
応
の

際
に
、
実
際
に
医
師
に
な
っ
た

自
分
を
想
像
し
て
何
が
足
り
な

い
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
ク
リ
ニ

カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
で
ど
の

よ
う
に
学
べ
ば
、
医
師
と
な
っ

た
と
き
に
役
立
つ
の
か
と
い
う

点
で
学
生
さ
ん
に
は
お
話
を
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
臨
床
前
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
つ

い
て
で
す
が
、
こ
ち
ら
に
つ
い

て
は
評
価
者
の
経
験
が
一
度
し

か
な
い
中
、
昨
年
チ
ー
フ
に
大

抜
擢
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
、
胸
部
診
察
を
担
当
し
た
教

員
や
学
生
の
皆
様

に
は
か
な
り
心

配
・
苦
労
を
か
け

て
し
ま
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
不

明
な
点
に
つ
い
て

は
前
任
者
に
相
談

し
な
が
ら
、
あ
と

は
各
部
屋
を
回
っ

て
学
生
が
し
っ
か

り
身
体
診
察
を
理

解
で
き
て
い
る

か
、
こ
ま
め
に
指

導
し
た
の
が
良

か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
余
裕

が
な
く
当
時
の
こ

と
は
あ
ま
り
よ
く

覚
え
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

の
試
験
で
誰
一
人

不
合
格
者
が
出
な

か
っ
た
た
め
、
あ

る
程
度
は
満
足
の

い
く
教
育
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
は
昨

あ
る
国
際
共
同
研
究
に
当
て
は

ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
受
賞
対

象
か
ら
外
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
十
月
三
日
に
第
七

回
櫻
井
医
学
研
究
賞
授
与
式

が
、
医
学
研
究
科
大
会
議
室
に

お
い
て
、
丸
大
サ
ク
ラ
ヰ
薬
局 

会
長
の
櫻
井
清
様
、
同
顧
問
の

櫻
井
雅
子
様
ご
夫
妻
並
び
に
福

田
眞
作
学
長
に
ご
列
席
賜
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
医
学
研
究
科
長

挨
拶
の
後
、
今
回
の
特
別
賞
受

賞
者
で
あ
る
藤
田
先
生
に
助
成

金
が
贈
呈
さ
れ
、
福
田
学
長
並

び
に
櫻
井
会
長
よ
り
お
祝
い
の

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
藤
田
先

生
か
ら
は
お
礼
の
ご
挨
拶
と
受

賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
に
関
す

る
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

を
行
い
、
授
賞
式
は
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

特
別
賞
を
受
賞
し
た
藤
田
先

生
の
研
究
は
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
の
高
い
手
法
に
よ
り
メ
チ

ル
化
の
分
子
機
構
を
明
ら
か
に

し
、
難
病
で
あ
る
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
の
病
態
解
明
に
役
立
つ

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
若
手
奨
励
賞
は
選
ら
ば

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
は

国
際
的
な
共
同
研
究
を
進
め
て

い
た
だ
き
、
是
非
ま
た
来
年
の

奨
励
賞
に
申
請
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

年
度
の
経
験
を
活
か
し
よ
り
実

り
あ
る
臨
床
前
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
教
育
と
は
完
成
形

は
な
く
、
時
代
と
と
も
に
様
変

わ
り
し
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
臨
床
診
療
や

研
究
に
比
べ
て
成
果
を
形
で
示

す
こ
と
は
難
し
く
、
教
育
へ
の

評
価
が
後
回
し
に
さ
れ
が
ち
で

す
。
し
か
し
少
子
化
が
さ
ら
に

進
み
、
医
学
部
も
定
員
割
れ
を

起
こ
す
時
代
が
来
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
競
争
相
手
が
少
な
く

な
り
学
生
の
学
力
レ
ベ
ル
が
下

が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
代
に
こ
そ
教
育

は
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
度
は
こ
の
よ
う
な

栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
身
に

余
る
光
栄
と
思
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
精
進
し
弘
前
大
学
の
教
育

向
上
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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弘
前
大
学
医
学
部
お
よ
び
同

附
属
病
院
に
お
い
て
系
統
解

剖
、
病
理
解
剖
、
な
ら
び
に
法

医
解
剖
の
た
め
に
御
遺
体
を
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
御
霊
に
対
し
て

弔
意
を
捧
げ
る
た
め
、
弘
前
大

学
医
学
部
解
剖
体
慰
霊
祭
が
令

和
六
年
十
月
一
日
午
後
一
時
三

十
分
よ
り
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
慰
霊
祭
に
は
ご
遺
族
六
十

四
名
な
ら
び
に
本
学
白
菊
会
会

員
四
十
名
の
方
々
に
ご
臨
席
賜

り
、
ま
た
各
方
面
か
ら
多
く
の

ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
医
学
科

お
よ
び
保
健
学
科
の
教
職
員
と

学
生
が
参
列
し
て
し
め
や
か
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
先

立
ち
、
弘
前
大
学
医
学
部
管
弦

楽
団
に
よ
る
献
体
者
慰
霊
の
た

め
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
会
場
全

体
が
粛
然
と
し
た
空
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
ま
ず
初
め
に
医
学

の
教
育
と
発
展
の
た
め
に
本
学

に
ご
献
体
い
た
だ
き
ま
し
た
御

霊
三
七
四
柱
に
対
し
て
参
列
者

全
員
に
よ
る
黙
祷
を
捧
げ
、
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
ご
献
体
な
さ
れ

ま
し
た
方
々
（
ご
遺
族
の
お
許

し
が
得
ら
れ
た
方
の
み
）
の
ご

芳
名
が
奉
読
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
石
橋
恭
之
医
学
部
長
よ

り
祭
詞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
の

に
引
き
続
き
、
医
学
科
二
年
生

の
稲
村
柚
里
香
さ
ん
が
学
生
代

表
と
し
て
ご
献
体
い
た
だ
き
ま

し
た
諸
霊
に
対
す
る
深
い
感
謝

と
ご
遺
族
へ
の
厚
い
御
礼
の
意

が
込
め
ら
れ
た
弔
辞
を
捧
げ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
石
橋
医
学
部

長
、
袴
田
健
一
附
属
病
院
長
、

敦
賀
英
知
保
健
学
科
長
、
福
田

眞
作
学
長
、
医
学
科
二
年
生
の

精
山
明
恵
さ
ん
、
保
健
学
科
四

年
生
の
浅
水
空
さ
ん
、
千
葉
正

司
白
菊
会
理
事
長
に
よ
る
代
表

献
花
が
行
わ
れ
、
袴
田
附
属
病

院
長
よ
り
ご
参
列
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
へ
御
礼
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
参

列
者
全
員
で
献
花
を
行
い
、
慰

霊
祭
は
滞
り
な
く
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
終
了
後
に
、
医
学
部

教
職
員
は
ご
遺
族
な
ら
び
に
白

菊
会
会
員
の
方
々
と
と
も
に
弘

前
市
墓
地
公
園
に
あ
る
弘
前
大

学
慰
霊
施
設
に
参
拝
し
、
長
期

納
骨
施
設
に
献
体
者
名
簿
を
納

め
ま
し
た
後
、
黙
祷
を
捧
げ
、

医
学
部
長
に
よ
る
代
表
献
花
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
埋

骨
施
設
に
て
黙
祷
と
医
学
部

長
、
白
菊
会
理
事
長
、
続
い
て

参
列
者
に
よ
る
献
花
を
行
い
ま

し
た
。
最
後
に
筆
者
よ
り
ご
参

列
頂
き
ま
し
た
方
々
に
御
礼
の

ご
挨
拶
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
参
拝
式
は
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
有
難
い
こ
と
に
昨
年

に
引
き
続
き
晴
天
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
暖
か
な
日
差
し
の
中
で

時
折
吹
き
抜
け
る
爽
や
か
な
風

に
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
墓
地
公

園
に
ご
参
列
頂
き
ま
し
た
皆
様

の
静
か
で
穏
や
か
な
お
顔
が
心

に
染
み
入
る
一
日
で
し
た
。

　

令
和
六
年
九
月
三
十
日
㈪
に

50
周
年
記
念
会
館
み
ち
の
く

ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
六
年
度
弘

前
⼤
学
及
び
弘
前
⼤
学
⼤
学
院 

秋
季
学
位
記
授
与
式
が
執
り
行

わ
れ
、
そ
の
後
医
学
研
究
科
学

位
記
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
修
了
者
の
皆
様
、
学
位
取

得
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

当
日
の
式
典
に
は
秋
季
修
了

者
十
三
名
の
う
ち
五
名
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
、
福
田
眞
作
学

長
よ
り
代
表
者
に
学
位
記
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
医
学
研
究
科

の
修
了
者
の
ほ
と
ん
ど
は
社
会

人
大
学
院
生
と
し
て
入
学
し
て

い
ま
す
。
仕
事
や
臨
床
業
務
を

こ
な
し
な
が
ら
、
実
験
の
計
画

か
ら
実
施
、
デ
ー
タ
解
析
、
論

文
作
成
、
そ
し
て
論
文
ア
ク
セ

プ
ト
ま
で
の
作
業
、
そ
の
道
の

り
は
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

弘
前
大
学
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
・

解
剖
体
慰
霊
祭

令
和
６
年
度

生
体
構
造
医
科
学
講
座　

教
授　

下　

田　
　
　

浩

弘
前
大
学
医
学
部

秋季学位記授与式
医学研究科長　石　橋　恭　之

令和６年度

ポ
リ
シ
ー
に
よ
る
と
、『
弘
前

大
学
は
、
変
化
が
激
し
く
、
将

来
予
測
が
困
難
な
時
代
に
あ
っ

て
こ
そ
力
を
発
揮
で
き
る
主
体

的
・
能
動
的
な
探
究
者
を
育

み
、
高
い
倫
理
観
を
も
っ
て
知

的
探
究
に
取
り
組
む
た
め
の
三

つ
の
力
を
身
に
付
け
た
者
に
対

し
て
学
位
を
授
与
す
る
』
と
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
①
学
際
的

な
教
養
と
高
度
な
専
門
性
を
身

に
付
け
、
学
術
的
観
点
か
ら
自

然
や
社
会
を
見
通
す
力
、
②
学

術
的
な
知
識
を
具
体
的
な
実
践

へ
移
し
、
国
際
社
会
や
地
域
社

会
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く

力
、
③
常
に
新
し
い
問
題
に
挑

戦
し
続
け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

自
ら
を
成
長
さ
せ
て
い
く
学
び

続
け
る
力
、
の
三
つ
と
な
り
ま

す
。
学
位
取
得
に
あ
た
っ
て

は
、
所
属
講
座
の
教
授
を
は
じ

め
と
す
る
教
員
の
方
々
の
ご
指

弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科

ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
開
催
し
て

入
試
専
門
委
員
長　

上　

野　

伸　

哉

（
脳
神
経
生
理
学
講
座　

教
授
）

　

令
和
六
年
八
月
七
日
㈬
十
三

時
か
ら
医
学
部
基
礎
大
講
堂
に

て
弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科
ス

ク
ー
リ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

基
礎
大
講
堂
は
多
く
の
参
加
者

の
た
め
、
会
場
で
あ
る
基
礎
大

講
堂
の
エ
ア
コ
ン
も
フ
ル
稼
働

の
な
か
、
以
下
の
内
容
を
紹
介

し
ま
し
た
。
弘
前
大
学
医
学
部

医
学
科
Ｐ
Ｒ
動
画
（https://

w
w

w
.m

ed.hirosaki-u.ac.jp/
w

eb/m
ovie.htm

l

）
を
視
聴

後
、
 1
医
学
部
長
の
石
橋
恭
之

科
長
か
ら
「
弘
前
大
学
医
学
部

の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
」、
 2
学

務
委
員
長
富
田
泰
史
先
生
よ
り

「
弘
前
大
学
に
お
け
る
医
学
教

育
」、
 3
入
試
専
門
委
員
長　

上
野
よ
り
「
弘
前
大
学
総
合
型

選
抜
の
概
要
」
を
行
っ
た
後
、

青
森
県
健
康
医
療
福
祉
部
よ
り

「
弘
前
大
学
医
師
修
学
資
金
支

援
制
度
に
つ
い
て
」
を
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ス
ク
ー

リ
ン
グ
は
総
合
型
選
抜
が
対
象

で
あ
る
た
め
、
参
加
者
は
、
青

森
県
を
中
心
に
東
北
六
県
お
よ

び
北
海
道
出
身
の
か
た
が
参
加

し
、
例
年
約
百
名
程
度
で
推
移

令
和
６
年
度

し
て
い
ま
す
。

　

総
合
型
選
抜
の
募
集
は
す
べ

て
地
域
枠
で
あ
り
、「
青
森
県

内
枠
」
及
び
「
北
海
道
・
東
北

枠
」
が
あ
り
ま
す
。
主
な
要
件

と
し
て
卒
業
後
直
ち
に
青
森
県

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
し
た
が
っ
て
、
臨
床
研
修
を

含
む
九
年
間
（
内
四
年
間
は
医

師
の
不
足
し
て
い
る
地
域
）
医

療
に
従
事
す
る
こ
と
が
規
程
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
令
和
七
年

度
入
試
の
大
き
な
変
更
点
と
し

て
「
青
森
県
内
枠
」
貸
与
の
要

件
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
詳

細
は
今
後
の
青
森
県
庁
サ
イ
ト

に
て
確
認
願
い
ま
す
。
入
試
内

容
、
形
態
は
今
後
も
変
更
が
あ

り
ま
す
が
、
地
域
に
根
差
し
、

世
界
に
は
ば
た
く
人
材
を
求
め

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
本
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
最

後
は
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け

て
い
ま
す
が
、
将
来
の
受
験

生
、
さ
ら
に
は
医
師
と
な
る
高

校
生
か
ら
非
常
に
活
発
、
熱
心

に
医
療
、
医
学
に
関
す
る
具
体

的
な
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
是
非
弘
前
大
学
に
入
学

し
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
六
年
十
一
月
六
日
、
台

湾
の
長
庚
大
学
（Chang 

Gung U
niversity

）
医
学
部
と

教
育
・
研
究
活
動
を
連
携
し
て

推
進
し
て
い
く
た
め
の
部
局
間

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
長
庚

大
学
は
一
九
八
七
年
に
「
長
庚

医
学
院
」
と
し
て
創
立
さ
れ
、

現
在
は
四
学
部
（
医
学
部
・
工

学
部
・
経
営
学
部
・
情
報
学

部
）、
約
七
千
人
の
学
生
を
擁

す
る
台
湾
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
私

立
大
学
で
す
。

　

令
和
六
年
六
月
に
、
国
際
的

な
医
学
教
育
の
推
進
の
た
め
、

学
務
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る

視
察
団
が
長
庚
大
学
医
学
部
を

訪
問
し
ま
し
た
（
写
真
）。
そ

の
後
、
臨
床
実
習
学
生
の

Externship program

な
ら
び

に
両
大
学
の
研
究
者
交
流
に
つ

い
て
の
協
議
が
進
み
、
今
回
の

部
局
間
協
定
の
締
結
に
至
り
ま

学
務
委
員
長　

富　

田　

泰　

史

台
湾
・
長
庚
大
学
医
学
部
と
の

部
局
間
協
定
を
締
結

導
、
ま
た
家
族
や
周
囲
の
方
々

の
協
力
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。

　

学
位
を
取
得
さ
れ
た
先
生
方

は
、
今
後
後
輩
の
学
位
取
得
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
指
導
的

立
場
を
担
わ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
講

座
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
講
座
の
研
究
推
進
、
後
進

育
成
の
た
め
に
も
、
大
学
院
で

の
学
位
取
得
を
勧
め
て
い
た
だ

き
、
大
学
院
充
実
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
た
。
本
協
定
締
結
に
よ
り
、

両
大
学
の
学
生
は
原
則
と
し
て

四
週
間
、
相
互
の
医
療
機
関
に

お
い
て
臨
床
実
習
に
参
加
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
両
大
学
の
交
流
が

活
発
に
行
わ
れ
、
国
際
水
準
の

医
学
教
育
・
研
究
の
さ
ら
な
る

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

令和 6 年 6 月に医学教育視察のため長庚大学医学部を
訪問した。
左から Hsieh 教授（長庚大学医学部長）、三上教授、
漆舘教授、私、花田教授、Chaou 教授
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夏
休
み
の
真
っ
最
中
で
あ
る

八
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
「
中

学
生
×
医
師
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
内
の
「
医
師
と
の
交
流
」

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
中
が
医
学
生
と

の
交
流
、
現
場
視
察
が
行
わ

れ
、
午
後
か
ら
当
該
セ
ッ
シ
ョ

ン
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
参
加

し
た
中
学
生
十
二
名
は
疲
れ
た

様
子
も
な
く
、
と
て
も
元
気
溌

剌
と
し
て
い
ま
し
た
。
医
師
の

自
己
紹
介
の
あ
と
、
中
学
生
か

ら
の
質
問
に
答
え
る
形
式
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
進
み
ま
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
の
質
問
は
多
岐

に
わ
た
り
、
な
ぜ
医
師
に
な
ろ

う
と
思
っ
た
の
か
、
医
師
を

や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
と

つ
ら
い
こ
と
は
何
か
、
ス
ト
レ

ス
解
消
法
は
？
な
ど
真
摯
に
質

問
し
て
く
れ
た
こ
と
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。
そ
れ
ら
の
質

問
に
答
え
る
こ
と
に
よ
り
、
自

分
の
中
の
初
期
衝
動
が
思
い
返

さ
れ
、
非
常
に
新
鮮
な
気
持
ち

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
学
生
×
医
師
交
流

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

附
属
病
院
／
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー

　

講
師　

小　

林　
　
　

完
　

ま
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
何
故
こ
ん
な
に
流
行
し
た

の
か
、
こ
れ
ま
で
の
ウ
イ
ル
ス

と
何
が
違
う
の
か
」
と
い
う
よ

う
な
か
な
り
専
門
的
な
質
問
ま

で
飛
び
出
し
、
中
学
生
の
瑞
々

し
い
感
性
・
考
え
・
洞
察
力
を

間
近
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
医
師
志
望
、
医
師
以

外
志
望
の
ど
ち
ら
の
中
学
生
も

参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ

頑
張
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
叶

え
て
欲
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
企
画
は
中
学
生
に

と
っ
て
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、
同
時
に

我
々
医
療
従
事
者
側
に
と
っ
て

も
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
け
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
企
画
運
営

い
た
だ
い
た
関
係
者
の
み
な
さ

ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
二
四
年
八
月
十
六
日
㈮

か
ら
十
八
日
㈰
の
三
日
間
に
わ

た
り
弘
前
大
学
文
京
キ
ャ
ン
パ

ス
（
50
周
年
記
念
会
館
・
総
合

教
育
棟
）
に
て
、
第
六
十
七
回

全
国
医
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
こ
ろ
の

第
６７
回

全
国
医
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

医
学
科
五
年　

早　

坂　

脩　

真

（
医
ゼ
ミ
・
現
地
実
行
委
員
長
）

開催報告

健
康
を
考
え
る
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
三
日
間
で
全

国
各
地
か
ら
医
療
系
学
生
百
二

十
六
名
、
一
般
参
加
者
六
十
三

名
と
、
多
く
の
方
が
参
加
し
、

学
び
や
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

全
国
医
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
通
称
医
ゼ
ミ
）
と
は
、
全
国

か
ら
医
療
系
学
生
が
集
い
、「
よ

り
よ
い
医
療
従
事
者
に
な
り
た

い
」
と
い
う
想
い
を
実
現
す
る

た
め
に
、
自
主
的
に
学
び
、
交

流
す
る
企
画
で
す
。
六
十
七
回

目
を
迎
え
る
今
年
の
主
管
を
弘

前
大
学
が
担
い
ま
し
た
。

　

本
企
画
で
は
、「
こ
こ
ろ
の

健
康
を
考
え
る
」、「
人
権
と
生

命
の
尊
厳
か
ら
考
え
る
生
殖
医

療
」
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
の
学
習
発
表
の
ほ
か
、
講
演

会
で
は
、
日
本
医
科
大
学
千
葉

北
総
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

講
師
・
本
村
友
一
先
生
に
救
急

医
療
や
地
域
医
療
へ
の
関
わ
り

方
、
医
師
が
偏
在
・
不
足
す
る

中
で
ど
の
よ
う
に
働
く
か
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
鶴
舞

こ
こ
ろ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・

渡
邉
貴
博
先
生
に
自
身
の
精
神

科
医
と
し
て
の
ご
経
験
を
「
精

神
障
が
い
を
抱
え
て
生
き
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
々
を
支
援
し
て
」

と
い
う
表
題
で
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
が
自
身
の
興
味
の
あ
る

分
野
に
つ
い
て
発
表
す
る
分
科

会
で
は
「
し
く
じ
り
先
生
！
３ 

ヶ
国
留
学
ま
で
の
し
く
じ
り
体

験
記
！
」、「
子
ど
も
の
社
会
問

題
と
健
康
」、「
心
の
休
息
と
健

康

：

ド
イ
ツ
人
の
視
点
」「
理

想
的
な
医
療
の
労
働
環
境
を
目

指
し
て
」
な
ど
、
合
計
二
十

個
の
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
三
日
間
と
も
企
画

終
了
後
に
は
交
流
会
を
行

い
、
参
加
者
が
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ

る
場
を
設
け
ま
し
た
。
乾
杯

の
音
頭
か
ら
終
了
の
時
間
ま

で
、
参
加
者
が
思
い
の
ま
ま

に
語
り
合
い
、大
学
、学
部
・

学
科
や
学
年
を
超
え
た
つ
な

が
り
を
作
る
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

弘
前
の
地
で
全
国
の
学
生

が
医
療
に
つ
い
て
学
び
、
交
流

で
き
た
こ
と
を
現
地
実
行
委
員

一
同
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
す
が
開
催
に
あ
た

り
、
ご
挨
拶
く
だ
さ
っ
た
福
田

眞
作
学
長
、
石
橋
恭
之
医
学
部

長
、
鬼
島
宏
特
任
教
授
、
な
ら

び
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
弘
前

大
学
学
務
部
の
み
な
さ
ま
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
公
開
講
座

「
こ
ど
も
の
健
康

　
　
　
―
最
近
の
話
題
―
」

小
児
科
学
講
座　

教
授　

照　

井　

君　

典

開催報告
　

今
年
の
医
学
研
究
科
の
公
開

講
座
は
、「
こ
ど
も
の
健
康　

─
最
近
の
話
題
─
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
九
月
六
日
㈮
の
十

八
時
か
ら
二
十
時
ま
で
講
義
棟

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
、
例
年
通

り
現
地
開
催
の
み

の
予
定
で
し
た

が
、
子
ど
も
の
い

る
家
庭
で
は
忙
し

い
時
間
帯
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
併
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
考
え
は

正
し
く
、
実
際
に

参
加
さ
れ
た
方
の
多
く
は
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
枠
は
ほ
ぼ
満
員
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
広
報
委
員
会
委
員

長
の
掛
田
伸
吾
先
生
の
司
会
の

も
と
、
三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

司 会　掛田 伸吾 （医学研究科 広報委員会委員長）

令和６年度　弘前大学大学院医学研究科公開講座　申込書

氏名（ふりがな） 住所 電話番号

〒

ご記入いただいた個人情報は、上記利用目的に使用し、第三者に提供することはございません。

日時 令和６年９月６日（金）18：00～20：00

場所 講義棟 (弘前市本町53 大学院医学研究科内)
会場（対面）での開催と同時にMicrosoft Teamsを利用したオンライン配信を行います

講師及び演題

「こどものアレルギー
　～うまくつきあおう！～」

鈴木　友希三沢市立三沢病院 小児科 医長

講演1

「発達障害（神経発達症)を知ろう」

品川　友江国立病院機構青森病院 小児科 医長

講演2

「小児とAYA（思春期・若年成人)
世代のがんについて」

照井　君典医学研究科 小児科学講座 教授

講演3

一般市民の方
会場（対面）開催　50人
オンライン配信　50人

（※定員になり次第締め切らせていただきます。）

対 　 象

無　料
（駐車場はありませんので、近隣のコイ
ンパーキングをご利用ください。）

参 加 料

フォームからお申込みください。
https://forms.office.com/r/VXDvhizAGf

申 込 先

ただし、会場で参加される方は、郵便番号、住所、
氏名（ふりがな）、電話番号を必ずご記入のうえ、
電話・FAX・Eメール・郵送にてお申込みいただく
ことも可能です。

医学研究科総務グループ
（総務担当）土岐
〒036-8562 弘前市在府町５
電　話：0172-33-5111（内線 6785）
ＦＡＸ：0172-39-5205
Ｅ-mail：med-pr@hirosaki-u.ac.jp

※オンライン配信を視聴され
る場合は、必ずフォームか
らお申込みください。後日、
フォームにご記入いただい
たメールアドレスに視聴用
URLを記載したメールを
お送りします。

て
三
十
分
ず
つ
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

最
初
に
三
沢
市
立
三
沢
病
院

小
児
科
の
鈴
木
友
希
先
生
が

「
こ
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー　

─

う
ま
く
つ
き
あ
お
う
！
─
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー

マ
ー
チ
な
ど
の
総
論
か
ら
、
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
、
気
管
支
喘
息
、
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど
の
各
論
ま

で
、
ご
自
身
が
行
っ
て
い
る
指

導
法
も
含
め
詳
し
く
解
説
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
国
立
病
院
機
構
青
森
病

院
小
児
科
の
品
川
友
江
先
生
が

「
発
達
障
害
（
神
経
発
達
症
）

を
知
ろ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
神
経
発
達
症
、
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）、

注
意
欠
陥
多
動
症
（
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
）
の
一
般
的
な
解
説
に
加
え

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
の
強
み

を
活
か
し
た
支
援
な
ど
に
つ
い

て
も
具
体
的
に
解
説
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
私
が
「
小
児
と
Ａ
Ｙ

Ａ
（
思
春
期
・
若
年
成
人
）
世

代
の
が
ん
に
つ
い
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
小
児
・
Ａ
Ｙ
Ａ
が

ん
の
一
般
的
な
こ
と
か
ら
、
診

断
・
治
療
法
の
進
歩
、
日
本
小

児
が
ん
研
究
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｃ

Ｃ
Ｇ
）
に
よ
る
全
国
規
模
の
取

り
組
み
や
、
弘
前
大
学
小
児
科

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

み
る
と
、「
も
っ
と
長
く

聞
き
た
か
っ
た
」、「
も
っ

と
詳
し
く
聞
き
た
か
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
も
目

立
ち
、
こ
ど
も
の
健
康
に

対
す
る
市
民
の
関
心
の
高

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
の
二
月
～
三
月

に
は
、
Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診

察
室
で
、
こ
ど
も
の
健
康

に
関
す
る
テ
ー
マ
を
七
週

に
わ
た
り
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
し
、
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
市
民
・

県
民
に
向
け
た
情
報
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

令
和
六
年
十
月
二
十
六

日
、
青
森
市
の
新
町

キ
ュ
ー
ブ
に
て
弘
前
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
主
催

の
「
健
康
・
医
療
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
講
演
会
は
、
毎
年
、
医

学
研
究
科
が
県
内
の
医
療

機
関
と
連
携
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
最
新
の
医
療
知

識
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

適
切
な
受
診
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
疾
病
予
防
を
啓
発
し

て
い
る
も
の
で
す
。
今
年

は
、
青
森
県
立
中
央
病
院

と
の
コ
ラ
ボ
で
、
テ
ー
マ

は
「
体
重
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー 

～
お
腹
ま
わ
り
が
気
に

な
る
あ
な
た
へ
～
」
で
し
た
。

　

講
演
１
は
、
青
森
県
立
中
央

病
院
、
健
康
推
進
室
の
丸
山
博

行
室
長
の
「
生
活
習
慣
病
に
な

ら
な
い
た
め
に
」
で
し
た
。
丸

山
先
生
に
は
、
ご
自
身
の
経
験

令
和
６
年
度
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科「
健
康
・
医
療
講
演
会
」

「
体
重
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

 

～
お
腹
ま
わ
り
が
気
に
な
る
あ
な
た
へ
～
」

社
会
医
学
講
座　

教
授　

井　

原　

一　

成

開催報告

と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

防
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
生
活
の
中
で
体
重
増
加

を
防
ぎ
改
善
す
る
具
体
的
方
法

と
、
そ
の
実
践
に
は
自
己
肯
定

感
が
重
要
で
あ
る
こ
と
と
が
た

い
へ
ん
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

講
演
２
は
、
弘
前
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科
内
分
泌
代
謝
内

科
学
講
座
の
藤
田
征
弘
教
授
に

よ
る
「
糖
尿
病
を
中
心
と
し
た

生
活
習
慣
病
の
最
近
の
話
題
」

で
し
た
。
藤
田
先
生
は
、
肥
満

症
の
診
断
と
治
療
、
糖
尿
病
の

病
態
と
症
状
、
治
療
、
合
併
症

と
順
を
追
っ
て
分
か
り
や
す
く

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
最
新
の
治

療
に
よ
り
糖
尿
病
性
の
網
膜
症

や
腎
症
の
予
後
が
改
善
し
て
い

る
こ
と
な
ど
、
私
も
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、
肥
満
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
、
肥
満
症
、
糖
尿
病
に
つ
い

て
重
層
的
に
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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SM
EI

で
はJA

BSO
M

に
お
い

て
Ｐ
Ｂ
Ｌ
や
医
療
面
接
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
等
を
現

地
の
学
生
と
共
に
行
い
、
ハ
ワ

イ
の
医
学
教
育
に
触
れ
、
ま
た

ご
厚
意
でCancer center

の

オ
フ
ィ
ス
や
実
験
室
等
も
見
学

し
、
研
究
施
設
の
雰
囲
気
も
知

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や

デ
ィ
ナ
ー
を
通
し
て
ハ
ワ
イ
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
日
本
人
の

先
生
方
か
ら
米
国
で
の
キ
ャ
リ

ア
や
臨
床
・
研
究
と
の
両
立
等

に
つ
い
て
の
貴
重
な
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
ど
の
先
生
も
大
変

快
く
お
話
を
し
て
下
さ
り
、
自

分
の
今
後
の
臨
床
や
研
究
、
英

語
学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
で
は
主
体
性
や
積
極

性
、
そ
し
て
結
果
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ハ

ワ
イ
や
米
国
に
お
け
る
医
学
教

育
や
医
師
の
働
き
方
に
は
多
く

の
魅
力
が
あ
る
一
方
で
、
患
者

に
対
し
て
も
自
由
や
自
主
性
を

尊
重
す
る
た
め
に
全
員
へ
平
等

な
医
療
が
行
き
届
か
な
い
と

い
っ
た
実
情
も
あ
り
、
今
後
は

語
学
や
医
学
知
識
だ
け
で
な

く
、
そ
の
国
の
価
値
観
や
社

会
・
医
療
制
度
等
も
学
ぶ
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
非
常
に
充
実
し
た
十
日
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え

て
下
さ
っ
たJrSr

の
指
導
医

の
先
生
方
、JA

BSO
M

の
先

生
方
・
学
生
の
皆
様
方
、
ご
支

援
い
た
だ
い
た
弘
前
大
学
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

密
度
の
濃
い
や
り
取
り
が
出

来
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
満

足
し
て
お
帰
り
い
た
だ
け
た
よ

う
で
す
。
講
師
の
丸
山
先
生
と

藤
田
先
生
、
そ
し
て
テ
ー
マ
の

設
定
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
会
場
を

ご
準
備
い
た
だ
き
ま
し
た
青
森

県
立
中
央
病
院
と
院
長
の
廣
田

和
美
先
生
と
に
こ
の
場
を
借
り

て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

学学
生生
だだ
よよ
りり

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修

学生
だよりハ

ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
に
参
加
し
て

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
に
参
加
し
て

医
学
科
六
年
　
松
　
井
　
美
　
緒

　

二
〇
二
四
年
八
月
十
六
日
か

ら
二
十
六
日
ま
でH

aw
aii 

Clinical Clerkship Prepara -
tion Program

に
参
加
し
、St. 

Luka H
ospital

、K
uakini 

Clinic

、Cancer center

の
見

学
やL

ectures

、John A
.

burns School of M
edicine

（JA
B

SO
M

）
のSum

m
er 

M
edical Education Institute

（SM
EI

）へ
の
参
加
等
、

多
く
の
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

病
院
見
学
で
は
市
中

病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

集
中
治
療
室
や
診
察

室
、
検
査
機
器
等
の
設

備
を
見
学
し
ま
し
た
。

Cancer center

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
に
参
加
し
て

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
に
参
加
し
て

医
学
科
五
年
　
下
田
代
　
萌
　
愛

　

私
は
今
年
の
夏
、
ハ
ワ
イ
大

学
夏
季
研
修
と
Ｈ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
に

参
加
し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
大
学

医
学
部
の
夏
季
研
修
で
は
、
十

日
間
に
わ
た
り
貴
重
な
学
び
と

体
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ア
メ

リ
カ
で
の
一
般
的
な
医
療
面
接

や
身
体
診
察
の
流
れ
を
講
義
で

学
ん
だ
後
、
実
際
に
現
地
の
模

擬
患
者
に
対
し
て
診
察
を
行
う

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
ハ

ワ
イ
大
学
の
医
学
生
と
と
も
に

Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
問
題
基
盤
型
学
習
）

を
行
い
、
禁
煙
外
来
の
実
践
や

ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
、
病
院
見
学

な
ど
も
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療
教

育
を
間
近
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
、

日
本
語
で
も
難
し
い
学
習
形
式

で
す
が
、
英
語
で
行
う
こ
と
で

さ
ら
に
難
易
度
が
上
が
り
、
学

び
の
深
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

放
課
後
に
は
ハ
ワ
イ
大
学
や

日
本
か
ら
参
加
し
て
い
る
医
学

生
と
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が

あ
り
、
と
て
も
仲
良
く
な
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
フ
ラ
ダ
ン

ス
や
レ
イ
づ
く
り
な
ど
文
化
交

流
の
機
会
も
あ
り
、
自
由
時
間

に
は
サ
ー
フ
ィ
ン
や
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

勉
強
以
外
の
時
間
で
は
、
ハ

ワ
イ
で
活
躍
す
る
日
本
人
医
師

と
の
交
流
が
あ
り
、
そ
の
交
流

を
通
し
て
日
本
以
外
で
働
く
新

た
な
キ
ャ
リ
ア
の
可
能
性
に
気

づ
き
、
視
野
が
大
き
く
広
が
り

ま
し
た
。
彼
ら
は
行
動
力
に
あ

ふ
れ
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
を

重
ね
て
き
た
方
々
ば
か
り
で
、

そ
の
輝
く
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
を
終
え
て

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
を
終
え
て

医
学
科
五
年
　
加
　
賀
　
巧
　
真

　

私
は
将
来
臨
床
留
学
を
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
し
か
し
ま

だ
海
外
留
学
の
経
験
が
な
い
こ

と
に
加
え
、
海
外
で
医
師
と
し

て
働
く
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
が
な

か
っ
た
の
で
、
実
際
に
ま
ず
は

自
分
の
目
で
海
外
を
み
て
見
よ

う
と
思
い
、
Ｈ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
に
申

し
込
み
ま
し
た
。

　

現
地
で
働
か
れ
て
い
る
先
生

方
の
お
話
は
一
人
一
人
全
く
違

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、
沢
山
の
苦

労
が
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
と

て
も
楽
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
で
の

学
習
も
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
英
語
で
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
、
医
療

面
接
は
日
本
語
で
分
か
っ
て
い

た
と
し
て
も
、
医
学
英
語
を
知

ら
な
か
っ
た
り
、
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
の
力
が
不
足
し
て
い
た
り
す

る
こ
と
で
十
分
な
説
明
が
で
き

な
か
っ
た
の
が
悔
し
か
っ
た
で

す
。
現
地
の
学
生
は
、
皆
と
て

も
優
し
く
、
私
た
ち
が
存
分
に

学
び
、
そ
し
て
ハ
ワ
イ
と
い
う

土
地
を
味
わ
え
る
よ
う
に
沢
山

の
場
面
で
支
え
て
く
れ
ま
し

た
。
日
本
の
他
の
大
学
の
学
生

の
存
在
も
と
て
も
刺
激
に
な
り

ま
し
た
。
下
の
学
年
で
も
私
よ

り
英
語
を
話
し
、
医
学
の
知
識

が
あ
る
方
が
沢
山
い
た
り
、
私

と
同
じ
よ
う
に
臨
床
留
学
を
志

し
、
努
力
を
し
て
い
る
方
と
出

会
え
た
り
と
こ
れ
か
ら
も
共
に

刺
激
し
合
っ
て
い
き
た
い
仲
間

が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回

の
留
学
に
参
加
さ
せ
て
く
だ

さ
っ
た
弘
前
大
学
、
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
町
先
生
や
Ｊ
Ａ

Ｂ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
の
先
生
、
学
生
方
、

そ
し
て
共
に
沢
山
学
ん
だ
二
〇

二
四
年
Ｈ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
者

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
に
参
加
し
て

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
に
参
加
し
て

医
学
科
五
年
　
杉
　
澤
　
尚
　
帆

　

八
月
に
ハ
ワ
イ
大
学
医
学
部

に
て
約
十
日
間
の
短
期
留
学
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
思

い
返
せ
ば
入
学
時
、
も
ら
っ
た

医
学
部
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見

て
い
つ
か
参
加
で
き
た
ら
と
期

待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

今
回
こ
う
し
て
ハ
ワ
イ
で
の
短

期
留
学
が
実
現
し
、
夢
の
よ
う

な
十
日
間
で
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
で
出
会
っ
た

現
地
の
医
学
生
た
ち
は
、
こ
ち

ら
が
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
ほ
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
彼
ら
の
勉
学
に
対

す
る
熱
意
に
は
感
心
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
競

争
社
会
の
ア
メ
リ
カ
で
医
学
を

志
す
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
大
変
な

こ
と
な
の
か
を
物
語
っ
て
い
ま

し
た
。
日
本
か
ら
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
た
各
大
学
の
医
学

生
も
、
高
度
な
医
学
知
識
、
英

語
力
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

自
身
の
英
語
力
も
未
だ
十
分
と

は
言
え
な
い
私
に
と
っ
て
、
海

外
挑
戦
に
対
す
る
壁
の
高
さ
を

突
き
つ
け
ら
れ
る
形
と
な
り
ま

し
た
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
厳

し
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

他
方
で
、
両
講

師
と
も
、
短
い

平
均
寿
命
や
、

そ
れ
と
健
康
寿

命
の
差
が
大
き

い
こ
と
、
Ｂ
Ｍ

Ｉ
の
高
い
人
が

多
い
こ
と
な
ど

青
森
県
の
現
状

に
触
れ
て
話
を

進
め
ら
れ
た
こ
と
も
印
象
的
で

し
た
。
参
加
者
に
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
肥
満

症
、
糖
尿
病
の
特
徴
や
違
い
と

と
も
に
、
県
民
の
健
康
課
題
を

ご
理
解
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

楽
し
く
充
実
し
た
内
容
の
講

演
会
に
参
加
者
が
や
や
少
な

か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、

講
師
と
参
加
者
の
距
離
が
近
く

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

医
学
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ

カ
の
医
療
シ
ス
テ
ム
や
医
学
教

育
に
つ
い
て
学
ん
で
、
ハ
ワ
イ

の
自
然
や
文
化
も
満
喫
で
き
、

充
実
し
た
研
修
に
な
り
ま
し

た
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
七
月
に
「
入
院
棟
東
」

が
稼
働
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
六

十
三
年
築
の
「
第
一
病
棟
」
に

代
わ
る
も
の
で
あ
る
。
私
が
医

学
部
に
入
学
し
て
か
ら
で
も

「
第
二
病
棟
」、「
中
央
診
療
棟
」、

「
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
」、

「
外
来
診
療
棟
」
と
（
順
序
は

曖
昧
で
あ
る
が
）
整
備
さ
れ
て

き
て
い
る
。今
後
、「
第
一
病
棟
」

リ
フ
ォ
ー
ム
後
に
現
在
の
「
臨

床
研
究
棟
」
が
移
転
予
定
で
あ

り
、
こ
の
三
十
有
余
年
、
気
が

つ
け
ば
工
事
・
移
転
を
繰
り
返

し
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

　
当
時
の
外
来
診
療
棟
と
現
在

の
臨
床
研
究
棟
の
「
一
階
」
は

「
三
階
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。「
第

一
病
棟
」
が
完
成
し
た
頃
は
、

お
見
舞
い
に
来
た
方
が
病
棟
の

一
階
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り

て
帰
ろ
う
と
歩
い
て
い
る
と
、

外
来
診
療
棟
の
「
三
階
」
に
つ

な
が
っ
て
い
た
の
で
、
よ
く
首

を
傾
げ
て
い
た
の
を
思
い
出
す

（
そ
の
後
、外
来
診
療
棟
の
「
三

階
」
を
「
一
階
」
と
呼
称
を
変

更
し
た
だ
け
で
解
決
！
）。

　
本
町
地
区
は
土
地
が
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、駐
車
場
も
狭
く
、

「
第
一
病
棟
」
建
設
時
に
新
し

い
土
地
に
移
転
新
築
し
て
く
れ

て
い
れ
ば
と
工
事
の
た
び
に

思
っ
た
が
、先
輩
医
師
か
ら「
鍛

冶
町
の
皆
様
の
反
対
に
教
授
陣

が
折
れ
た
か
ら
ら
し
い
よ
」
と

嘘
か
真
か
わ
か
ら
な
い
話
を
教

え
て
く
れ
た
。

　
数
年
前
に
某
大
学
病
院
が
市

街
地
か
ら
郊
外
に
新
築
移
転
し

た
。
羨
ま
し
く
思
っ
た
が
「
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
は
思
っ
た
よ

り
遠
く
感
じ
る
よ
う
で
、
市
内

の
県
立
病
院
と
市
立
病
院
の
患

者
増
に
繋
が
っ
て
い
る
」
ら
し

い
…
。

き
、
今
後
の
取
り
組
み
方
が
少

し
だ
け
明
確
に
な
っ
た
よ
う
な

気
も
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
で
の
活
動
の
他

に
も
、
自
由
時
間
を
使
っ
て
ハ

ワ
イ
の
地
を
満
喫
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
景
色
、
食
事
、
空
気

感
全
て
が
素
敵
な
思
い
出
と
な

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
を
終
え
て

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
を
終
え
て

医
学
科
五
年
　
峯
　
　
　
正
　
隆

　

ハ
ワ
イ
大
学
で
の
夏
季
研
修

を
終
え
て
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
現
地
の
学
生
の
優

秀
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
優
秀
と
い
っ
て
も
、

単
に
医
学
知
識
が
豊
富
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
一
人
一
人
が
積

極
性
や
知
的
好
奇
心
、
そ
し
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
満
ち
て
お

り
、
と
て
も
魅
力
的
に
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
研
修
に
参

加
し
て
い
た
日
本
の
他
大
学
の

学
生
た
ち
の
医
学
知
識
や
英
語

力
も
非
常
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、

短
期
間
の
研
修
で
し
た
が
、
そ

の
よ
う
な
学
生
た
ち
と
過
ご
す

中
で
多
く
の
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
ハ
ワ
イ
で
働
く

日
本
人
医
師
の
方
々
の
お
話
を

伺
う
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
ど
の
先
生
も
「
諦
め

な
け
れ
ば
夢
は
叶
う
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
が
非
常
に

印
象
的
で
し
た
。
日
本
を
離
れ

異
国
の
地
で
活
躍
す
る
先
生
方

の
言
葉
に
は
重
み
が
あ
り
、
私

自
身
も
将
来
に
向
け
て
医
学
や

英
語
に
限
ら
ず
、
様
々
な
面
で

よ
り
一
層
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
と
い
う
美
し
い
南
国

の
地
で
、
他
国
や
他
大
学
の
学

生
と
交
流
し
、
切
磋
琢
磨
で

き
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
で
過
ご
し

た
日
々
は
毎
日
が
刺
激
的
で
楽

し
く
、
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
糧

に
、
現
状
に
満
足
せ
ず
、
こ
れ

か
ら
も
日
々
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
を
終
え
て

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
を
終
え
て

医
学
科
五
年
　
森
　
　
　
萌
　
音

　

今
回
の
研
修
で
は
日
米
の
医

学
部
教
育
の
違
い
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
大
学
で
は
講
義
を
た

だ
座
っ
て
聞
く
と
い
う
授
業
は

ご
く
一
部
に
限
ら
れ
ま
す
。
弘

前
大
学
で
四
年
次
に
行
う
Ｐ
Ｂ

Ｌ
の
よ
う
な
能
動
的
な
学
習
が

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
お
り
、
提
示

さ
れ
た
症
例
問
題
に
対
し
て
自

分
た
ち
で
疑
問
点
を
出
し
、
調

べ
て
ま
と
め
て
く
る
と
い
う
よ

う
な
形
式
が
低
学
年
か
ら
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
与
え
ら
れ
る

知
識
を
た
だ
頭
に
流
し
込
む
・

疑
問
を
持
た
な
い
ま
ま
暗
記
の

作
業
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
受

け
身
で
は
な
い
点
が
大
き
く
異

な
り
、
そ
れ
が
勉
強
へ
の
意
欲

や
学
生
の
積
極
性
に
繋
が
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
現
地
の
二

年
生
は
、
既
に
自
分
た
ち
と
同

じ
、
あ
る
い
は
よ
り
高
い
レ
ベ

ル
の
医
学
的
議
論
が
で
き
る
こ

と
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
学

生
の
間
に
複
数
の
論
文
作
成
に

取
り
組
む
こ
と
も
一
般
的
で
あ

り
、
大
学
生
と
し
て
の
過
ご
し

方
の
差
も
感
じ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
様
々
な
背
景

を
持
つ
人
が
い
る
こ
と
が
教
育

の
徹
底
的
な
体
系
化
に
繋
が
っ

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
機
会
を
頂
け
た
事
、
そ
し
て

お
世
話
に
な
っ
た
全
て
の
方
々

へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
い
る
そ
う
で
、
文
化
的
背
景

か
ら
医
学
部
教
育
の
違
い
を
考

察
で
き
る
の
は
面
白
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

現
地
の
学
生
と
も
た
く
さ
ん

関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
ハ
ワ
イ

の
文
化
に
触
れ
つ
つ
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
学
び
の
機
会
を

設
け
て
く
だ
さ
っ
た
両
大
学
関

係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 ハ

ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
を
終
え
て

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
を
終
え
て

医
学
科
五
年
　
伊
　
藤
　
紳
一
郎

　

今
年
の
夏
、
ハ
ワ
イ
大
学
医

学
部
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
）
の
夏

季
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

ま
し
た
。
初
め
て
訪
れ
た
ハ
ワ

イ
は
温
暖
で
美
し
い
自
然
に
溢

れ
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足

を
踏
み
入
れ
る
と
、
開
放
的
な

雰
囲
気
と
充
実
し
た
施
設
、
そ

し
て
温
か
い
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
迎
え
ら
れ
、
研
修
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ

や
身
体
診
察
、
診
療
面
接
な
ど
、

英
語
を
用
い
た
実
践
的
な
医
療

実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
中

で
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
一
対

一
で
の
模
擬
診
療
で
し
た
。
適

切
に
伝
え
る
た
め
に
英
語
の
正

確
さ
に
こ
だ
わ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
苦
心
し
ま
し
た

が
、
現
地
の
学
生
た
ち
に
助
け

ら
れ
な
が
ら
積
極
的
に
話
す
中

で
、
非
言
語
的
な
表
現
の
大
切

さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
は
適
切

な
振
る
舞
い
や
表
現
に
つ
い
て

議
論
し
、
患
者
さ
ん
と
の
良
好

な
関
係
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
中
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
の

学
生
た
ち
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
郷

土
料
理
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
を
通

し
て
ハ
ワ
イ
の
文
化
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
、
何
に

対
し
て
も
意
欲
的
な
姿
勢
に
は

と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
共
に
参
加
し
た
他
の
日
本

人
学
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

各
々
の
思
い
描
く
理
想
の
医
師

像
や
、
国
際
医
療
へ
の
思
い
を

分
か
ち
合
え
た
こ
と
は
有
意
義

で
し
た
。

　

一
週
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
で
し
た
が
、
こ
の
海
外
で
の

学
び
は
忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
の

医
療
現
場
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、

診
療
に
お
け
る
意
思
疎
通
の
重

要
性
と
相
互
理
解
の
必
要
性
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
同
時

に
、
将
来
臨
床
や
研
究
に
お
い

て
国
際
的
に
活
動
す
る
こ
と
に

強
い
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
こ

の
研
修
で
得
た
学
び
と
感
謝
の

気
持
ち
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
よ

り
一
層
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を

持
つ
医
療
者
を
目
指
し
て
日
々

研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ハ
ワ
イ
大
学
で
の
有
意
義
で
濃
密
な
一
週
間

ハ
ワ
イ
大
学
で
の
有
意
義
で
濃
密
な
一
週
間

医
学
科
五
年
　
下
　
倉
　
佑
　
太

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ハ
ワ
イ

大
学
の
学
生
に
加
え
、
日
本
国

内
の
他
大
学
の
学
生
と
も
交
流

を
深
め
、
多
様
な
視
点
と
知
識

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
非
常
に

貴
重
な
機
会
で
し
た
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ

や
講
義
に
加
え
、
気
管
支
鏡
な

ど
の
手
技
や
模
擬
患
者
を
対
象

と
し
た
医
療
面
接
、
身
体
診
察

の
実
践
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る

充
実
し
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
濃
密
な
一
週
間
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

特
に
強
く
心
に
残
っ
た
の

は
、
米
国
の
チ
ー
ム
医
療
に
お

け
る
医
師
以
外
の
専
門
職
の
重

要
性
で
す
。
日
本
と
比
較
し
て

遥
か
に
多
様
な
職
種
が
専
門
性

を
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
高
度

に
連
携
し
て
い
る
点
が
非
常
に

印
象
的
で
し
た
。
ま
た
米
国
の

医
学
教
育
に
お
い
て
強
調
さ

れ
て
い
る「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」

と
「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
の

徹
底
は
、
学
び
を
即
座
に
実

践
し
改
善
す
る
と
い
う
非
常

に
効
果
的
な
プ
ロ
セ
ス
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
実
際
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
中
の
医
療
面
接
で
は

個
々
に
対
し
て
詳
細
な
フ
ィ 

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
に
参
加
し
て

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
に
参
加
し
て

医
学
科
五
年
　
清
　
水
　
優
　
花

　

今
回
ハ
ワ
イ
大
学
医
学
部
で

の
夏
季
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら

海
外
で
働
き
た
い
と
い
う
漠
然

と
し
た
思
い
が
あ
り
、
今
回
の

研
修
も
入
学
し
た
頃
か
ら
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
、
身

体
診
察
、医
療
面
接
、Ｂ
Ｓ
Ｌ
、

気
管
支
鏡
、
腹
腔
鏡
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
レ
イ
作
り
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
は
ハ
ワ
イ
大
学
の

学
生
は
皆
積
極
的
に
意
見
を
出

し
て
い
て
、
ま
た
質
問
し
た
ら

と
て
も
分
か
り
や
す
く
教
え
て

く
れ
て
勉
強
熱
心
で
見
習
わ
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
英
語
で
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
や
診
察

は
難
し
く
間
違
う
こ
と
を
恐
れ

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
間

違
っ
て
い
て
も
正
し
く
て
も
そ

れ
を
皆
で
討
論
す
る
こ
と
で
理

解
が
深
ま
る
し
、
何
よ
り
楽
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は

患
者
さ
ん
に
対
し
て
向
き
合
う

姿
勢
で
す
。
医
療
面
接
や
診
察

で
は
ま
ず
患
者
さ
ん
を
不
安
に

さ
せ
な
い
よ
う
な
ノ
ッ
ク
の
練

習
か
ら
行
い
ま
し
た
。
患
者
さ

ん
の
移
動
の
介
助
も
診
察
す
る

医
師
が
行
い
、
最
初
か
ら
最
後

ま
で
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
姿

勢
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
診
察
や
面

接
を
行
っ
た
後
に
一
人
一
人
フ 

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
自
分
に
何
が
足
り

な
か
っ
た
の
か
学
ぶ
こ
と
で
よ

り
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
と
と

も
に
良
か
っ
た
こ
と
も
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
も
ら
え
る
こ
と

で
自
信
を
持
ち
、
ま
た
一
段
と

頑
張
ろ
う
と
思
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
国
や
地
域

に
よ
っ
て
教
育
や
考
え
方
に
異

な
る
部
分
が
あ
る
一
方
、
日
々

大
学
で
学
ん
で
い
る
こ
と
が
そ

の
ま
ま
世
界
で
通
用
す
る
知

識
、
手
技
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
す
と
と
も
に
ま
ず
は
日
々
の

実
習
で
一
つ
で
も
多
く
の
こ
と

を
学
べ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し

い
研
修
の
機
会
を
く
だ
さ
っ
た

関
係
者
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

公益社団法人　青森医学振興会
【沿革】　平成11年3月1日　弘前大学医学部医学科後援会鵬桜医学振興会発足（任意団体）
　　　　平成13年4月2日　社団法人青森医学振興会設立認可
　　　　平成24年4月1日　公益社団法人青森医学振興会へ移行認定

当会では、青森県の医学・医療の発展を促進するため、次の事業活動を行っております。
　　　○医学教育活動の活性化を図るための事業への支援
　　　○医学・医療の高度化に資する医学研究事業への支援
　　　○地域医療の振興に寄与する事業への支援
　　　○海外との学術交流等の活性化を図るための事業への支援

◎寄附のお願い

　青森県の医学・医療の発展を促進するための各事業活動の一層の充実を図って参りた
いので、皆様の格別のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。随時、ご寄附を受
付しております。
　本会の公益目的事業に対する寄附金は、確定申告をしていただくことにより税制上の
優遇措置の対象となります。

◎当会への入会のお願い

　当会の事業活動に継続的にご支援・ご協力をいただ
ける方は、ご入会くださるようお願い申し上げます。
　年会費は次のとおりとなっており、年会費も寄附金
と同様に、確定申告をしていただくことにより税制上
の優遇措置の対象となります。

◎ご支援ご協力いただける方のご連絡をお待ちしております。

　　　【問合せ先】　公益社団法人青森医学振興会事務局
　　　　　　　　　TEL・FAX 0172-40-2872
　　　　　　　　　学内内線 6519
　　　　　　　　　E-mail : info@aomori-mpm.jp

会
　
費

会員種別 年会費

医学部教員
医学部卒業生等
賛同する個人
賛同する団体

1万円
2万円
2万円

10万円

ー
ド
バ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
そ
の

効
果
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
の
学
生
は
月
に

一
度
そ
の
機
会
を
得
て
い
る
と

聞
い
て
大
変
驚
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
貴
重
な
機
会

を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て

の
関
係
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
得
た
多
彩

な
知
識
や
経
験
を
、
将
来
の
医

療
の
実
践
で
最
大
限
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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米
軍
三
沢
病
院
夏
季
研
修

米
軍
三
沢
病
院
夏
季
研
修

学生
だより近

く
の〝
ア
メ
リ
カ
〟で
学
ん
だ
こ
と

近
く
の〝
ア
メ
リ
カ
〟で
学
ん
だ
こ
と

医
学
科
六
年
　
林
　
　
　
玲
　
奈

　

米
軍
基
地
に
は
今
ま
で
も
何

度
か
訪
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
度
に
本
当
に
ア
メ

リ
カ
に
い
る
よ
う
な
不
思
議
な

感
覚
に
陥
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
基
地
に
足
を
踏
み
入
れ
て
、

言
語
や
文
化
も
全
く
異
な
る
異

国
の
地
に
自
国
の
空
間
を
作
り

上
げ
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
凄
み

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

基
地
の
住
人
は
基
本
的
に
軍

人
と
そ
の
家
族
の
み
で
あ
る
た

め
、
若
年
者
が
多
く
、
病
院
の

患
者
に
も
高
齢
者
は
ほ
と
ん
ど

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
緊
急
疾
患

が
少
な
い
代
わ
り
に
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
、
性
感
染
症
、
婦
人

科
に
関
す
る
疾
患
が
目
立
ち
ま

し
た
。
中
で
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
関
す
る
主
訴
が
多
く
、
訴

え
の
強
さ
や
症
状
に
よ
っ
て

は
、
銃
の
所
持
の
規
制
を
行
う

な
ど
米
軍
病
院
な
ら
で
は
の
症

例
も
経
験
し
ま
し
た
。
診
療
以

外
の
面
で
も
、
仕
事
の
合
間
に

皆
で
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
り
終
業

後
に
誰
か
の
自
宅
で
パ
ー
テ
ィ

を
行
っ
た
り
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
内
の
文
化
を
体
験
し
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
の
合
間
を
縫
っ

て
の
参
加
と
な
り
忙
し
な
い
日

程
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分

の
こ
の
先
の
キ
ャ
リ
ア
を
イ
ン

ス
パ
イ
ア
し
て
く
れ
る
人
や
経

験
に
巡
り
会
え
た
こ
と
は
、
何

物
に
も
代
え
難
い
財
産
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
迷
っ
た

ら
楽
し
そ
う
な
方
へ
、
を
モ
ッ

ト
ー
に
自
分
の
興
味
に
対
し
て

素
直
に
行
動
し
て
い
き
た
い
と

強
く
思
い
ま
す
。
こ
の
研
修
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た
米
軍

基
地
病
院
の
関
係
者
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

青
森
で
体
感
す
る
ア
メ
リ
カ
の
医
療

青
森
で
体
感
す
る
ア
メ
リ
カ
の
医
療

医
学
科
六
年
　
関
　
　
　
美
　
齢

　

八
月
五
日
か
ら
九
日
ま
で
の

五
日
間
、
三
沢
米
軍
基
地
内
に

あ
る
病
院
で
夏
期
研
修
に
参
加

し
ま
し
た
。
研
修
で
は
、
家
庭

医
学
、
救
急
、
産
婦
人
科
、
小

児
科
、
内
科
を
中
心
に
見
学
し

ま
し
た
が
、
整
形
外
科
、
一
般

外
科
、放
射
線
科
な
ど
も
含
め
、

幅
広
い
診
療
科
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

毎
週
水
曜
日
の
午
前
中
に
設
け

ら
れ
て
い
る
産
婦
人
科
の
避
妊

外
来
で
す
。
予
約
な
し
で
来
院

が
可
能
で
、
そ
の
場
で
Ｉ
Ｕ
Ｄ

（
子
宮
内
避
妊
具
）や
、日
本
で

は
未
承
認
の
皮
下
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
「
ネ
ク
ス
プ
ラ
ノ
ン
」
の
挿

入
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
初

め
て
見
学
す
る
処
置
だ
っ
た
た

め
、
想
像
以
上
に
簡
便
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

宿
泊
は
、
救
急
科
のD

r. 
Passey

の
ご
自
宅
に
滞
在
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎

晩
、
お
い
し
い
ア
メ
リ
カ
の
家

庭
料
理
を
ふ
る
ま
っ
て
い
た
だ

米
軍
三
沢
病
院
夏
期
研
修
に
参
加
し
て

米
軍
三
沢
病
院
夏
期
研
修
に
参
加
し
て

医
学
科
五
年
　
宮
　
崎
　
理
　
紗

　
「
三
沢
の
米
軍
基
地
で
研
修

が
で
き
る
ら
し
い
」
と
初
め
て

耳
に
し
た
と
き
か
ら
、「
い
つ

か
私
も
」
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
英
語
が
苦
手
な
私
に
有
意

義
な
研
修
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
、と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
で
多
く
の
貴
重
な
経
験

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
産
婦
人
科
で
妊
娠
の
確
定

診
断
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
で

す
。
超
音
波
検
査
で
胎
児
の
心

拍
を
確
認
し
、
妊
娠
を
患
者
さ

ん
に
伝
え
る
と
、
診
察
室
全
体

が
幸
せ
で
満
ち
溢
れ
て
い
く
の

を
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
普

段
、
外
国
の
方
と
接
す
る
際
に

は
違
い
に
ば
か
り
意
識
が
向
き

が
ち
で
す
が
、
国
や
文
化
が
異

な
っ
て
も
、
患
者
さ
ん
の
喜
び

や
悲
し
み
の
瞬
間
を
共
に
す
る

医
師
の
あ
り
方
は
同
じ
な
の
だ

と
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

一
方
、
日
米
の
医
療
の
違
い

に
も
驚
か
さ
れ
る
場
面
も
多
々

あ
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
や
Ｐ
Ａ
と

い
っ
た
多
様
な
医
療
職
、
医
療

従
事
者
間
の
距
離
感
、
予
約
制

の
か
か
り
つ
け
医
制
度
、
小
児

期
か
ら
の
積
極
的
な
性
教
育
な

米
軍
三
沢
病
院
夏
季
研
修
を
振
り
返
っ
て

米
軍
三
沢
病
院
夏
季
研
修
を
振
り
返
っ
て  

医
学
科
五
年
　
倉
　
本
　
莉
　
名

　

八
月
十
九
日
か
ら
二
十
三

日
の
五
日
間
、
米
軍
三
沢
病

院
で
の
夏
季
研
修
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
米

軍
病
院
で
は
、
内
科
、
産
婦

人
科
、整
形
外
科
、検
査
部
、

Fam
ily m

edicine 

（
患
者
の

年
齢
・
疾
患
・
症
状
を
問
わ

ず
診
察
し
、
治
療
だ
け
で
は
な

く
予
防
も
行
う
診
療
科
）
を
見

学
し
ま
し
た
。
医
師
の
他
に
医

療
行
為
を
行
う
事
が
で
き
る

N
urse Practitioner, Physi-

cian A
ssistant

な
ど
の
職
業

が
存
在
し
て
お
り
、
日
本
よ
り

も
医
療
従
事
者
の
仕
事
が
細
分

化
さ
れ
て
お
り
、
連
携
も
綿
密

で
あ
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

米
軍
三
沢
病
院
夏
季
研
修
を
通
し
て

米
軍
三
沢
病
院
夏
季
研
修
を
通
し
て

医
学
科
五
年
　
坂
　
本
　
矢
　
弥

　

海
外
で
の
医
療
活
動
に
興
味

が
あ
り
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

五
日
間
、
米
軍
の
夫
婦
の
元
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
日
本
に
い
な
が
ら
ア
メ

リ
カ
の
文
化
を
学
ぶ
貴
重
な
体

験
を
し
ま
し
た
。
研
修
中
は
、

米
軍
の
医
師
か
ら
ア
メ
リ
カ
の

医
療
の
仕
組
み
や
キ
ャ
リ
ア
形

成
、
日
本
で
は
見
る
機
会
が
ほ

と
ん
ど
な
い
銃
創
の
外
傷
な
ど

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
研
修

中
に
肌
で
感
じ
た
日
本
と
の
大

き
な
違
い
は
、
ア
メ
リ
カ
の
働

き
方
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
働

き
方
は
、
と
て
も
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
で
、
自
分
の
生
活
を
優
先
し

た
仕
事
の
仕
方
を
し
て
い
ま
し

た
。
私
の
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
は
、

病
院
の
事
務
職
を
し
て
い
る
の

で
す
が
、
職
場
で
の
仕
事
が
よ

り
快
適
に
な
る
よ
う
に
自
分
の

オ
フ
ィ
ス
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
し
た
。
病
院
の
一
角
と
は
思

え
な
い
空
間
に
驚
い
て
い
た

ら
、「
家
に
帰
り
た
く
て
も
仕

事
が
あ
っ
て
遅
く
ま
で
帰
れ
な

い
と
き
が
あ
る
で
し
ょ
。
そ
う

い
う
と
き
に
、
自
分
で
自
分
の

ケ
ア
を
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

よ
。
だ
か
ら
、
疲
れ
切
っ
て
い

て
も
落
ち
着
け
る
空
間
を
作
っ

た
の
。」
と
言
っ
て
い
て
、
と

て
も
素
敵
な
考
え
方
だ
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
心
に
余

裕
が
で
き
て
、
他
職
種
と
の
関

係
性
や
仕
事
の
質
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
医

療
の
違
い
だ
け
で
な
く
、
働
き

方
に
つ
い
て
も
新
た
な
視
点
で

学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
機
会
を
設
け
て
下
さ
り
、
す

べ
て
の
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

米
軍
三
沢
病
院
研
修
に
参
加
し
て

米
軍
三
沢
病
院
研
修
に
参
加
し
て

医
学
科
五
年
　
佐
　
藤
　
宗
二
郎

　

私
は
、
海
外
に
行
く
前
の
空

港
で
待
つ
時
間
、
そ
し
て
到
着

す
る
ま
で
の
飛
行
機
に
乗
っ
て

い
る
時
間
が
好
き
で
す
。
日
本

食
の
食
べ
納
め
に
空
港
の
高
い

寿
司
や
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
、
機

内
で
は
い
ま
ど
の
辺
を
飛
ん
で

い
る
か
何
度
も
マ
ッ
プ
を
確
認

す
る
。
そ
う
い
う
時
間
で
す
で

に
半
分
く
ら
い
満
足
し
た
気
分

に
な
り
ま
す
。
で
も
今
回
は
、

気
持
ち
を
整
理
す
る
前
に
あ
っ

さ
り
と
国
境
（
？
）
を
越
え
、

そ
の
ま
ま
病
院
に
直
行
し
、
十

五
分
後
に
は
外
来
見
学
を
し
て

い
ま
し
た
。
初
日
は
朝
が
早

か
っ
た
の
も
あ
っ
て
英
語
脳
に

切
り
替
わ
る
の
が
遅
く
、
い
き

な
り
膨
大
な
医
学
英
語
が
流
れ

こ
ん
で
く
る
上
、
ド
ク
タ
ー
の

話
す
英
語
が
総
じ
て
速
く
、
耳

が
慣
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
。
も
っ
と
英
語
を
勉

強
し
な
き
ゃ
と
い
う
の
は
お
そ

ら
く
み
な
さ
ん
書
か
れ
て
い
る

こ
と
と
思
う
の
で
、
あ
え
て

「
し
っ
か
り
と
医
学
を
勉
強
し

て
お
く
」
こ
と
を
強
調
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
検
査
値
の
略
語

や
正
常
値
は
共
通
で
す
し
、
画

像
も
も
ち
ろ
ん
一
緒
で
す
。
多

き
、
食
事
後
は
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

な
ど
を
通
じ
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
軍
基
地
病
院
で

は
、
高
度
な
医
療
を
必
要
と
す

る
患
者
を
三
沢
市
内
外
の
市
中

病
院
に
搬
送
し
て
お
り
、
現
場

で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
か
ら

お
話
を
伺
う
こ
と
で
、
基
地
の

内
側
か
ら
青
森
県
の
医
療
に
お

け
る
新
し
い
一
面
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
研
修
の
実
現
に

あ
た
り
お
力
添
え
い
た
だ
い
た

す
べ
て
の
方
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療
現
場
を

拝
見
し
た
こ
と
で
、
日
本
の
医

療
に
つ
い
て
も
改
め
て
考
え
る

き
っ
か
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
機
会
を
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
経
験
を
最
大
限
活

か
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
精

一
杯
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第８回第８回
弘前大学大学院医学研究科弘前大学大学院医学研究科

助教　助教　斎藤　絢介斎藤　絢介
（腫瘍内科学講座）（腫瘍内科学講座）

　医学研究科では、各講座で研究されている40歳未満の若手
研究者に、現在取り組んでいる研究内容や、研究を志したこ
れまでの経験を自ら紹介いただくことで、他の若手研究者や学
部学生の研究に対する意欲を養うことに加え、紹介した若手
研究者自身のモチベーションを向上させることを目的として、
「研究者紹介動画」を作成・公開する取り組みを始めました。

　第８回目は腫瘍内科学講座の斎藤絢介(さいとう　けんす
け)先生。青森県という地理的特徴・年齢分布を生かし『高齢
化社会でのがんゲノム検査導入　①治療効果・予後の解析　
②がんゲノム検査一般化』をご紹介いたします。

医学研究科ホームページで
公開中！

紹介動画はこちら　↓

若手研究
者紹介動画若手研究
者紹介動画

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

患
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
か

ら
は
勉
強
頑
張
っ
て
ね
、
良
い

医
者
に
な
っ
て
ね
、
と
い
っ
た

暖
か
い
言
葉
を
頂
き
、
現
在
で

も
勉
強
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
助

産
師
宅
で
、
三
人
の
お
子
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
の
Ｔ
Ｖ
を
一
緒
に
見
た

り
、
学
校
の
事
に
つ
い
て
話
し

た
り
と
、
賑
や
か
で
楽
し
い
毎

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま
た
、共
に
研
修
を
行
な
っ

た
二
人
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
、
米
軍
病
院
で
面
倒
を
見

て
く
だ
さ
っ
た
小
児
科
医
の
ご

家
族
と
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を

行
う
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
文
化
を

経
験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
英
語
力
不

足
を
実
感
し
ま
し
た
が
、
同
時

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は

挨
拶
や
感
謝
な
ど
人
間
関
係
の

基
本
や
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
機

会
を
く
だ
さ
り
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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台
湾
マ
ッ
ケ
イ
病
院
夏
季
研
修

台
湾
マ
ッ
ケ
イ
病
院
夏
季
研
修

学生
だより馬

偕
記
念
病
院
で
の
臨
床
実
習

馬
偕
記
念
病
院
で
の
臨
床
実
習

医
学
科
六
年
　
木
　
村
　
悠
　
希

　

こ
の
度
、
八
月
十
九

日
か
ら
約
四
週
間
、
台

北
市
に
あ
る
馬
偕
記
念

病
院
に
て
臨
床
実
習
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募

し
た
理
由
は
英
語
能
力

を
向
上
さ
せ
、
台
湾
と

日
本
の
医
療
の
違
い
を

経
験
し
た
い
と
考
え
た

為
で
す
。

　

最
も
感
銘
を
受
け
た

点
は
現
地
の
医
学
生
や

医
師
達
の
英
語
能
力
で

す
。
カ
ル
テ
が
英
語
記

載
で
あ
る
こ
と
を
差
し
引
い
て

も
第
二
言
語
と
し
て
の
力
の
差

を
感
じ
ま
し
た
。
実
習
で
は
小

児
科
と
泌
尿
器
科
を
選
択
し
ま

し
た
。
小
児
科
で
は
先
天
性
肺

動
脈
狭
窄
症
に
対
す
る
ス
テ
ン

ト
留
置
術
や
Ｗ
Ｐ
Ｗ
症
候
群
に

対
す
る
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ま

た
日
本
で
は
出
会
う
機
会
が
な

か
っ
た
フ
ァ
ロ
ー
四
徴
症
の
聴

診
所
見
な
ど
大
変
貴
重
な
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小児科 Cardiovascular group の先生方と
（左から Dr.Hung、私、Dr.Lee, Dr.Lin, Ns.Yu）

少
英
語
を
上
手
に
話
せ

る
こ
と
よ
り
も
、
画
像

を
見
て
病
変
部
を
指
さ

せ
る
方
が
仲
良
く
な
れ

る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

実
習
後
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
の
時
間
も
本

当
に
貴
重
で
、
日
米
の

文
化
の
違
い
や
こ
れ
か

ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

て
話
し
た
り
、
子
ど
も

た
ち
と
遊
ん
だ
り
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
自
分
が
ど

う
あ
り
た
い
か
、
そ
の
た
め
に

い
ま
ど
ん
な
努
力
を
す
べ
き
か

考
え
な
が
ら
充
実
し
た
五
日
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
文
字
数
の
関
係
で
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
良
さ
を
全
然
伝
え
き
れ

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

な
か
っ
た
の
で
、
百
聞
は
一
見

に
し
か
ず
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。Lastly, I 

w
ould like to extend special 

thanks to D
r. Pallett, an 

O
BGY

N
, for w

elcom
ing m

e 
into her fam

ily.

お世話になった Dr. Pallett と
　

泌
尿
器
科
で
は
手
術
と
外
来

を
中
心
に
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
手
術
で
は
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｐ
や
Ｒ

Ａ
Ｒ
Ｐ
を
見
学
す
る
中
で
日
本

の
手
術
室
と
の
違
い
も
学
習
し

ま
し
た
。
外
来
で
は
主
に
前
立

腺
肥
大
症
や
尿
路
結
石
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。
検
査
室
で

は
実
際
に
腎
臓
や
前
立
腺
を
エ

コ
ー
で
描
出
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
将
来
泌
尿
器
科
を

進
路
と
し
て
考
え
て
い
る
為
、

先
生
方
か
ら
泌
尿
器
科
の
魅
力

に
つ
い
て
教
え
て
頂
い
た
こ
と

も
収
穫
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
馬

偕
医
科
大
学
お
よ
び
弘
前
大
学

の
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
回
の
留
学
で
得
ら

れ
た
英
語
力
や
豊
か
な
視
野
。

そ
し
て
何
よ
り
台
湾
の
友
人
と

の
出
会
い
を
継
続
的
に
発
展
さ

せ
、
将
来
患
者
さ
ん
に
よ
り
良

い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
精

進
し
て
参
り
ま
す
。

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

附
属
病
院
　
放
射
線
治
療
科
　
助
教
　
田
　
中
　
円
　
葵

　

放
射
線
腫
瘍
学
講
座
の
田
中

円
葵
（
み
つ
き
）
と
申
し
ま
す
。

放
射
線
治
療
医
と
し
て
今
年
で

九
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
回
は

寄
稿
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
放
射
線
治
療
や
私
が

働
く
環
境
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
科
に
紹
介
さ
れ

て
く
る
患
者
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど

が
癌
の
患
者
さ
ん
で
す
。
癌
に

対
す
る
放
射
線
治
療
は
根
治
治

療
と
緩
和
治
療
に
大
別
さ
れ
ま

す
が
、
癌
を
治
す
こ
と
も
、
治

ら
な
い
患
者
さ
ん
の
症
状
を
消

失
す
る
こ
と
も
同
じ
く
放
射
線

で
で
き
て
し
ま
う
の
は
非
常
に

面
白
い
点
で
す
。
放
射
線
治
療

科
で
は
患
者
さ
ん
の
状
態
や
ご

本
人
ご
家
族
の
希
望
を
加
味
し

つ
つ
、治
療
の
ゴ
ー
ル
（
根
治
・

緩
和
・
通
院
治
療
・
入
院
治
療
・

転
院
・
家
へ
の
退
院
な
ど
）
を
設

定
し
、
そ
の
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ

て
医
師
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
・
患

者
が
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
進

む
治
療
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
仕
事
内
容
に
非
常
に
感

銘
を
受
け
放
射
線
治
療
を
志
し

ま
し
た
。
ま
た
放
射
線
治
療
の

治
療
計
画
も
奥
深
く
、
た
く
さ

ん
の
治
療
計
画
を
作
っ
て
み
た

い
と
思
っ
た
こ
と
も
放
射
線
治

療
科
を
志
す
大
き
な
要
因
で
し

た
。
い
ま
だ
に
治
療
計
画
は
大

好
き
な
時
間
で
、
黙
々
と
計
画

し
て
い
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
科
に
入
局
し
て

か
ら
最
初
の
六
年
間
は
非
常
に

目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
で
、
基
本

的
な
臨
床
業
務
を
覚
え
つ
つ
、

大
学
院
を
修
了
し
、
専
門
医
を

取
得
し
ま
し
た
。
大
変
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
放
射
線
治
療
医

と
し
て
一
通
り
基
本
的
な
こ
と

は
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
や
っ

と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま

し
た
。
そ
の
後
七
年
目
に
は
第

一
子
を
出
産
し
、
一
年
間
育
休

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
の
び
の

び
と
妊
娠
・
出
産
・
育
児
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
医
局
の
先
生

方
に
は
非
常
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
放
射
線
治
療
は
大
好
き

な
の
で
育
休
か
ら
の
仕
事
復
帰

は
楽
し
み
な
気
持
ち
が
勝
っ
て

い
ま
し
た
。
復
帰
後
半
年
ほ
ど

で
再
度
妊
娠
し
た
の
で
結
局
仕

事
に
復
帰
し
た
の
は
一
年
間
と

短
時
間
で
し
た
が
、
①
新
規
導

入
さ
れ
た
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
専
用
治
療

機
の
臨
床
導
入
に
携
わ
り
、
②

症
例
報
告
を
作
成
・A

ccept

さ
れ
、
③
外
来
の
担
当
患
者
さ

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

泌
尿
器
科
学
講
座
　
助
手
　
尾
　
崎
　
　
　
魁

　

泌
尿
器
科
の
尾
崎
魁
と
申
し

ま
す
。
出
身
は
埼
玉
県
で
す
が

弘
前
大
学
に
入
学
し
青
森
市
民

病
院
で
の
初
期
研
修
を
終
え
泌

尿
器
科
に
入
局
し
ま
し
た
。
初

期
研
修
後
、
青
森
市
民
病
院
→

大
学
病
院
→
十
和
田
市
立
中
央

病
院
→
つ
が
る
総
合
病
院
と
異

動
し
、
今
年
か
ら
再
度
大
学
病

院
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー

に
寄
稿
す
る
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
泌
尿
器
科
に
つ
い
て
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も

泌
尿
器
科
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
も
と
も
と
手
術
に
興
味

が
あ
り
Ｂ
Ｓ
Ｌ
で
泌
尿
器
科
を

回
っ
た
際
に
泌
尿
器
科
は
開
腹

手
術
や
腹
腔
鏡
手
術
、
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
の
他
、
シ
ャ
ン
ト
造
設

や
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
小
手
術

も
あ
り
様
々
な
手
術
が
行
え
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
海

外
学
会
の
様
子
や
日
々
の
先
生

方
の
働
い
て
い
る
姿
を
見
て
泌

尿
器
科
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
初
期
研
修
医
の

際
に
泌
尿
器
科
を
回
り
実
際
に

検
査
や
手
術
の
助
手
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
ま
た
外
来
で
は
尿

路
感
染
症
、
尿
路
結
石
、
透
析

治
療
、
悪
性
腫
瘍
治
療
な
ど
内

科
的
な
一
面
も
持
っ
て
い
る
科

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
さ
ら
に

興
味
が
湧
き
入
局
を
決
め
ま
し

た
。
現
在
、
泌
尿
器
科
医
四
年

目
で
す
が
小
手
術
の
他
、
開
腹

手
術
や
腹
腔
鏡
手
術
を
実
際
に

執
刀
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
術

者
資
格
も
先
日
取
得
し
今
後
さ

ら
に
御
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
が
る
総
合
病
院
で
は
本
年

九
月
に
国
産
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
「hinotori

（
ヒ
ノ
ト
リ
）」

で
の
前
立
腺
全
摘
除
術
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
大
学

病
院
と
同
様
に
ダ
ビ
ン
チ
が

青
森
県
立
中
央
病
院
や
函
館

市
立
病
院
、
三
沢
病
院
で
稼

働
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に

泌
尿
器
科
は
大
学
病
院
以
外

の
市
中
病
院
で
も
小
手
術
含

め
様
々
な
手
術
が
可
能
な
こ

と
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
泌
尿
器
科
の
大
き
な

魅
力
の
一
つ
と
し
て
海
外
学

会
へ
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

畠
山
教
授
の
他
、
上
級
医
の

先
生
方
の
御
協
力
も
あ
り
若

手
の
時
か
ら
当
科
で
は
積
極

　

肌
寒
さ
を
増
し
て
き
た
十
月

下
旬
、
満
を
持
し
て
開
催
さ
れ

た
弘
前
大
学
総
合
文
化
祭
は
、

盛
況
を
き
わ
め
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
規
模
を
縮
小

総
合
文
化
祭
（
医
学
展
）を

総
合
文
化
祭
（
医
学
展
）を

振
り
返
っ
て

振
り
返
っ
て医学

部
医
学
科
代
表　
　
　
　
　
　
　

　

医
学
科
４
年　

櫻　

庭　

小　

夏

し
て
開
催
さ
れ
て
き
た
医
学
科

展
で
し
た
が
、
今
年
は
完
全
に

復
活
し
た
状
態
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
一
昨
年
と
昨
年
は
保
健

学
科
展
内
で
の
開
催
で
あ
り
、

そ
れ
以
前
で
は
弘
大
祭
公
式

Y
ouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら

の
当
日
限
定
配
信
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
年
度
の
医
学
科

展
は
、
実
に
、
五
年
ぶ
り
の
完

全
開
催
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

医
学
科
展
で
は
、
健
診
ブ
ー

ス
、
病
理
ブ
ー
ス
、
遊
び
ブ
ー

ス
、
外
科
ブ
ー
ス
、
献
血
ブ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ブ
ー
ス
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

医
療
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る

企
画
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
検

診
ブ
ー
ス
で
は
、
健
康
状
態
の

測
定
を
通
し
て
健
診
の
大
切
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
企
画
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、
病
理
ブ
ー

ス
や
外
科
ブ
ー
ス
で
は
、
実
際

に
医
師
と
し
て
医
療
現
場
に
臨

む
体
験
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
献
血
ブ
ー
ス

で
は
、
献
血
の
大
切
さ
を
来
場

的
に
海
外
学
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
本
年
四
月
に
私
も
初
め

て
海
外
学
会
に
参
加
し
ま
し
た

が
国
内
学
会
と
は
規
模
も
違
い

英
語
で
の
発
表
や
質
疑
応
答
は

大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
発
表
以
外
は
観
光
を

し
た
り
「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊

べ
」
の
精
神
で
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
て
楽
し
い
学
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

泌
尿
器
科
は
外
科
的
な
一
面

と
内
科
的
な
一
面
、
そ
の
ほ
か

腎
移
植
な
ど
マ
イ
ナ
ー
科
と
は

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
分
野
は
多

岐
に
渡
り
、
ど
れ
か
一
つ
で
も

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。
昨
年
か
ら
畠
山
教

授
の
新
体
制
と
な
り
近
年
は
新

入
局
員
も
多
く
泌
尿
器
科
は
勢

い
の
あ
る
科
で
す
。
学
生
さ

ん
、
研
修
医
の
先
生
方
、
是
非

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
「
お
か
え

り
」
と
こ
の
一
年
間
の
病
状
経

過
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
た

こ
と
等
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の

経
験
を
積
め
た
一
年
で
し
た
。

子
育
て
を
し
な
が
ら
こ
れ
だ
け

の
経
験
を
積
め
た
の
は
、
医
局

の
先
生
方
や
夫
の
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
あ
り
、
非

常
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
原
稿
は
産
休
中

に
執
筆
し
て
い
ま
す
。
母
子
共

に
健
康
に
経
過
し
、
一
年
後
に

放
射
線
治
療
医
と
し
て
復
帰
で

き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
当

科
は
七
年
間
入
局
者
が
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
年
度
一
人
の

入
局
者
を
迎
え
、
来
年
度
は
な

ん
と
三
人
が
入
局
の
予
定
で

す
。
放
射
線
治
療
に
興
味
の
あ

る
若
い
先
生
方
と
一
緒
に
仕
事

が
で
き
る
こ
と
が
今
か
ら
非
常

に
楽
し
み
で
す
。
当
科
に
興
味

を
持
た
れ
た
方
、
い
つ
で
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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放
射
線
腫
瘍
学
講
座

放
射
線
腫
瘍
学
講
座
　
教
授
　
青
　
木
　
昌
　
彦

　

放
射
線
腫
瘍
学
講
座
は
、
昭

和
二
十
一
年
八
月
に
初
代
高
橋

信
次
教
授
の
も
と
で
開
講
し
た

青
森
医
学
専
門
学
校
レ
ン
ト
ゲ

ン
科
の
流
れ
を
汲
ん
だ
講
座

で
、
七
十
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
昭
和
二
十
三
年
五
月

に
青
森
医
専
か
ら
弘
前
医
科
大

学
放
射
線
科
へ
と
改
組
さ
れ
、

昭
和
二
十
六
年
に
放
射
線
医
学

講
座
へ
と
名
称
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
三
十
三
年
十
月
に

は
篠
崎
達
世
が
、
昭
和
六
十
二

年
六
月
に
は
竹
川
鉦
一
が
、
平

成
八
年
四
月
に
は
阿
部
由
直
が

教
授
と
な
り
、
そ
の
後
、
大
学

院
の
部
局
化
に
伴
い
平
成
十
九

年
に
放
射
線
科
学
講
座
へ
と
名

称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

二
十
二
年
五
月
に
は
髙
井
良
尋

が
、
平
成
二
十
九
年
七
月
に
は

青
木
昌
彦
が
教
授
と
な
り
、
平

　

弘
前
大
学
放
射
線
診
断
学
講

座 

対
馬
史
泰
で
す
。
こ
の
度
、

講
座
紹
介
の
機
会
を
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
放
射
線

診
断
学
講
座
は
二
〇
一
九
年
七

月
に
掛
田
伸
吾
教
授
が
就
任

し
、
講
座
と
し
て
画
像
診
断
及

び
血
管
内
治
療
（
イ
ン
タ
ー
ベ

ン
シ
ョ
ン

：

Ｉ
Ｖ
Ｒ
）
を
担
う

部
門
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
診
療
放
射
線
技
師
や
看
護

師
と
協
力
し
、
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・

核
医
学
・PET

-CT

の
安
全
か

つ
安
心
な
画
像
検
査
の
管
理
を

行
い
、
得
ら
れ
た
画
像
の
全
例

に
つ
い
て
翌
診
療
日
ま
で
に
画

像
診
断
報
告
書
（
読
影
レ
ポ
ー

ト
）
を
各
診
療
科
へ
配
信
し
て

い
ま
す
。ま
た
、院
内
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
は
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー

ド
を
は
じ
め
、
婦
人
科
、
消
化

器
内
科
、神
経
内
科
、脳
外
科
、

病
理
部
と
連
携
し
、
画
像
検
討

を
通
じ
て
診
療
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｖ
Ｒ
分
野
で
は
、
高
度
救

命
セ
ン
タ
ー
や
産
婦
人
科
と
協

力
し
た
塞
栓
に
よ
る
止
血
処
置
、

消
化
器
内
科
と
の
肝
細
胞
癌
に

対
す
る
肝
化
学
動
注
塞
栓
術
、

歯
科
口
腔
外
科
や
耳
鼻
咽
喉
科

と
の
頭
頸
部
癌
に
対
す
る
動
注

療
法
、
各
診
療
科
か
ら
の
依
頼

に
よ
る
Ｃ
Ｖ
ポ
ー
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｃ

留
置
、
Ｃ
Ｔ
ガ
イ
ド
下
生
検
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
二

一
年
度
に
は
最
新
の
撮
影
機
器

と
し
て
、
第
１ 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（GE 

成
三
十
年
一
月
に
放
射
線
腫
瘍

学
講
座
と
放
射
線
診
断
学
講
座

に
分
か
れ
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

当
講
座
は
医
学
研
究
科
で
は

放
射
線
腫
瘍
学
講
座
、
附
属
病

院
で
は
放
射
線
治
療
科
と
し

て
、研
究
、教
育
、診
療
を
担
っ

て
い
ま
す
。
当
講
座
の
メ
ン

バ
ー
は
、
現
在
、
教
授
一
名
、

放
射
線
診
断
学
講
座

附
属
病
院
　
放
射
線
診
断
科
　
講
師
　
対
　
馬
　
史
　
泰

SIGN
A

 Prem
ier 3T

）、
第
２ 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（GE SIGN

A
 A

rtist 
1.5T

）
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
人
工
知
能
で
あ
る
深
層

学
習
（D

eep Learning

）
処

理
な
ど
を
応
用
し
た
高
速
撮
像

や
新
し
い
撮
像
技
術
の
開
発
に

取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
国
内

外
に
報
告
し
て
い
ま
す
。
ま
た

世
の
中
はChatGPT

な
ど
生

成
Ａ
Ｉ
が
話
題
で
す
が
、
昨
年

度
よ
り
、
診
療
に
人
工
知
能
を

応
用
し
た
肺
結
節
や
脳
動
脈
瘤

検
出
を
支
援
す
る
Ａ
Ｉ
診
断
補

助
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
「
全
県
朝
カ
ン
フ
ァ
」
は
二

〇
二
〇
年
四
月
か
ら
、
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
無
く
五
年
目
を
迎

　水  害　水  害
血管・炎症医学講座
教授　今　泉　忠　淳

写真コラム （26）
写真コラム （26）

　近年、日本の各地で、地球の温
暖化に伴う気候変動による豪雨
や、頻発する地震による災害が多
発しています。弘前は比較的災害
が少ない土地ですが、これまでに
も、記憶にとどめておきたい災害
がありましたので、【表】にまと
めました。岩木山は、気象庁が監
視している111の活火山の一つ
で、現在は噴火の兆候は見られま
せんが、江戸時代には何回も噴火
しています。昭和52年８月には、
豪雨により、医学部のすぐ南を流
れている寺沢川が氾濫し、医学部
も大きな被害を受けました。その
時の写真が、血管・炎症医学講座
に残っていますので、紹介します
【写真１】。現在の同じ場所が【写
真２】で、橋のたもとには、当時の水位
を示した表示があります【写真３】。昭
和58年の日本海中部地震で、弘前では
銭湯の煙突が折れるなどの被害があり
ました。平成３年には、台風19号の強
風により、りんごの落果をはじめ大きな
被害がありました。平成23年の東日本
大震災では、２日間にわたり停電しまし
たが、大きな被害はありませんでした。
油断しないで生活していきたいもので
す。

　　【表】弘前における主な災害に関する年表
1600年　慶長５年	 岩木山噴火
1605年　慶長10年	 岩木山噴火
1782年11月～1783年６月　天明２～３年　岩木山噴火
1845年　弘化２年	 岩木山噴火
1863年　文久３年	 岩木山噴火
1977年　昭和52年	 豪雨　水害
1983年　昭和58年	 日本海中部地震（震度５）
1991年　平成３年	 台風19号の強風による被害
2011年　平成23年	 東日本大震災（震度４）

【写真1】水害．稲荷橋．1977．
　　　　撮影者不明

【写真2】稲荷橋．2024

洪洪水水のの水水位位

【写真3】洪水の水位．2024

し
た
方
々
に
伝
え
る
ブ
ー
ス
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
遊
び
ブ
ー

ス
は
、
輪
投
げ
や
ボ
ー
リ
ン
グ

を
通
し
て
、
臓
器
の
位
置
や
、

微
生
物
や
免
疫
細
胞
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
楽
し
い
企

画
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年

度
は
さ
ら
に
、
学
習
相
談
ブ
ー

ス
と
受
験
生
応
援
ブ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
、
医
学
生
が
勉
強
の
コ

ツ
を
教
え
る
個
別
学
習
相
談

や
、
受
験
生
に
向
け
た
、
医
学

生
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

掲
示
が
あ
り
ま
し
た
。
文
化
祭

最
終
日
に
は
、「
産
婦
人
科
医

に
よ
る
米
国
留
学
体
験
記
」
と

題
し
て
、
産
婦
人
科
学
講
座
の

水
沼
槙
人
先
生
に
よ
る
市
民
公

開
講
座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
完
全
開
催

と
な
っ
た
今
年
の
医
学
科
展
は
、

よ
り
い
っ
そ
う
、
学
部
や
学
内

外
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
と
交
流
を
も
て
る
、
素
晴

ら
し
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
医
学
科
展
が
開

催
さ
れ
た
の
は
、
各
講
座
の
先

生
方
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
ご

賛
同
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
様

の
お
か
げ
だ
と
強
く
実
感
し
て

お
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
度
の

医
学
科
展
の
開
催
に
も
、
ご
協

力
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

准
教
授
一
名
、
講
師
一
名
、
助

教
二
名
、
助
手
一
名
、
大
学
院

生
一
名
の
計
七
名
で
す
が
、
来

年
度
は
三
名
の
入
局
が
確
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
全
国
国
立
大

学
法
人
の
中
で
も
ベ
ス
ト
テ
ン

に
入
る
マ
ン
パ
ワ
ー
と
な
り
、

よ
り
活
発
な
活
動
を
展
開
で
き

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

当
講
座
の
研
究
内
容
は
、
放

射
線
腫
瘍
学
、
放
射
線
物
理

学
、
放
射
線
生
物
学
、
情
報
科

学
な
ど
、
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

科
研
費
の
獲
得
の
み
な
ら
ず
、

青
森
県
と
の
委
託
研
究
、
民
間

企
業
と
の
共
同
研
究
に
も
力
を

注
い
で
お
り
、
そ
の
成
果
は
着

実
に
増
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
放
射
線
診
断
科
、
放
射
線

部
、
保
健
学
研
究
科
、
理
工
学

部
等
と
も
密
に
連
携
し
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
医
療
画
像
の
改
善

や
、
画
像
診
断
技
術
を
応
用
し

た
癌
の
新
規
予
後
予
測
法
の
開

発
、
高
精
度
放
射
線
治
療
計
画

の
自
動
化
な
ど
、
新
た
な
技
術

開
発
に
加
え
、
関
連
病
院
と
も

連
携
し
、
遠
隔
放
射
線
治
療
計

画
な
ど
の
医
療
Ｄ
Ｘ
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
附
属
病
院
で

は
、
高
精
度
な
外
部
照
射
を
は

じ
め
、
密
封
小
線
源
治
療
、
核

医
学
治
療
、
が
ん
温
熱
療
法
な

ど
、
粒
子
線
治
療
以
外
の
す
べ

て
の
医
療
提
供
が
可
能
な
充
実

し
た
環
境
に
あ
り
、
根
治
照
射

の
み
な
ら
ず
緩
和
照
射
に
も
力

を
注
い
で
お
り
ま
す
。
教
育
に

つ
い
て
は
、
人
を
育
て
る
に
は

教
育
こ
そ
が
一
番
大
切
で
あ
る

と
の
信
念
で
、
卒
前
・
卒
後
教

育
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
放
射
線
腫
瘍
学
講
座

の
歴
史
と
最
近
の
活
動
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
放

射
線
治
療
は
が
ん
治
療
の
三
本

の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
、

が
ん
の
集
学
的
治
療
や
標
準
治

療
の
一
環
と
し
て
、
非
常
に
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
研
究
、
教
育
、
診
療

を
推
進
し
、
青
森
県
の
医
療
と

社
会
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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(表) 令和6年度 第67回東日本医科学生総合体育大会夏季競技の主な好成績
柔道部 男子 個人　60kg級 安達秀太郎（2年） 準優勝
ゴルフ部 女子 個人　60kg級 西村　楓香（4年） ４位
ラグビー部 男子 準優勝
剣道部 女子 団体 ベスト８

女子 個人 山内　璃瑚（1年） ３位
空手道部 女子 総合 準優勝

女子 団体　組手 田茂　舞子（6年）
中村友紀乃（6年） 準優勝
藤田　爽佳（6年）

女子 個人　形 藤田　爽佳（6年） 準優勝
水泳部 女子 総合 ４位
バレーボール部 女子 ベスト16
サッカー部 男子 ベスト16
卓球部 男子 団体戦 ベスト16
陸上部 男子 800m 須藤　　駿（6年） 6位

男子 400mハードル 峯　　正隆（5年） 6位
男子 4×100mリレー 5位
男子 4×400mリレー 7位
男子 トラック 8位
女子 400ｍハードル 竹原　　凛（5年） ４位
女子 1500m 平山　　茜（4年） 優勝
女子 3000m 平山　　茜（4年） 優勝
女子 走り幅跳び 藤原　幸羽（2年） 4位
女子 円盤投げ 佐藤　佑奈（5年） 準優勝

村上　桃子（4年） 3位
女子 砲丸投げ 佐藤　佑奈（5年） 優勝

村上　桃子（4年） 3位
女子 やり投げ 村上　桃子（4年） 6位
女子 総合 優勝
女子 トラック 8位
女子 フィールド 優勝

東
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育

大
会
夏
季
競
技
を
終
え
て

評
議
員
（
医
学
科
三
年
）　

四　

戸　
　
　

希

第
67
回

　

東
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育

大
会
、
通
称
東
医
体
は
東
日
本

医
科
学
生
体
育
連
盟
が
主
催
す

る
大
会
で
す
。
各
加
盟
校
に
は

参
与
、理
事
、評
議
員
が
お
り
、

本
学
の
参
与
は
福
田
眞
作
学

長
、
理
事
は
津
田
英
一
教
授

で
、
評
議
員
は
代
々
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
主
務
が
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
評

議
員
と
し
て
六
十
年
以
上
の
歴

史
あ
る
大
会
に
携
わ
れ
ま
す
こ

と
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

精
一
杯
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
六
年
度
の
第
六
十
七
回

東
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大

会
夏
季
競
技
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が

明
け
て
か
ら
の
二
度
目
の
開
催

と
な
り
、
獨
協
医
科
大
学
の
代

表
主
管
で
八
月
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
学
の
夏
季
競
技
終
了
時

点
の
総
合
成
績
は
全
参
加
校
三

十
七
校
の
う
ち
第
十
二
位
、
女

子
部
門
に
お
い
て
は
第
四
位
と

健
闘
し
、
多
く
の
部
活
動
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
学
の
主
な
成
績

を
表
に
示
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
な
お
、
冬
季
競
技

の
ス
キ
ー
は
三
月
二
日
～
三
月

九
日
に
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

東
医
体
出
場
に
あ
た
り
、
今

年
度
も
多
く
の
方
々
か
ら
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
各
部

と
も
文
武
両
道
の
精
神
で
、
学

業
に
勤
し
み
、
東
医
体
冬
季
競

技
に
向
け
て
、
ま
た
来
年
度
の

夏
季
競
技
に
向
け
て
練
習
に
励

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き

ご
声
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

柔
道
部
主
将
（
医
学
科
四
年
）　

工　

藤　

壮　

太

　

二
〇
二
四
年
八
月
に
仙
台
で

行
わ
れ
た
第
六
十
七
回
東
医
体

に
、
医
学
科
二
年
の
安
達
秀
太

郎
が
出
場
し
、
男
子
個
人
60
　

kg
級
で
準
優
勝
致
し
ま
し
た
。

　

三
回
戦
で
足
首
を
負
傷
し
、

試
合
続
行
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
不
屈
の
精
神
で
決
勝
ま
で

勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
決
勝
で
は
惜
し
く
も
筑
波

大
の
学
生
に
敗
れ
ま
し
た
が
、

稽
古
の
成
果
と
彼
の
持
ち
味
で

あ
る
ス
タ
ミ
ナ
を
存
分
に
発
揮

し
、
試
合
内
容
は
素
晴
ら
し
い

も
の
で
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
部
員
が

東
医
体
で
入
賞
で
き
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
試

合
後
は
他
大
学
の
学
生
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
、
大

変
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し

た
。　

　

今
回
の
東
医
体
に
は
部
員
一

名
の
参
加
で
し
た
が
、
現
在
医

学
部
柔
道
部
は
部
員
三
名
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
医
学
部
柔

道
部
は
昔
か
ら
少
数
精
鋭
で
、

個
々
の
力
が
強
い
の
が
特
徴
で

す
。
現
在
部
員
数
は
少
な
い
で

す
が
、
部
員
の
仲
は
親
密
で

す
。
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方
と
の
繋
が

り
も
深
く
、
い
つ
も
手
厚
い

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

柔
道
競
技
の
団
体
戦
は
五
人

制
で
す
。
昨
年
度
は
部
員
五
名

で
東
医
体
の
団
体
戦
に
出
場

し
、
三
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
の
三
名
で

も
団
体
戦
出
場
の
条
件
は
満
た

し
て
い
ま
す
が
、
フ
ル
メ
ン

バ
ー
で
東
医
体
の
団
体
戦
に
出

場
し
た
い
と
部
員
一
同
願
っ
て

い
ま
す
。

　

柔
道
経
験
者
・
興
味
が
あ
る

方
、
い
つ
で
も
入
部
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
マ
ネ
ー

え
、
院
内
の
診
断
困
難
例
の
共

有
や
レ
ジ
デ
ン
ト
や
研
修
医
、

医
学
生
向
け
の
症
例
解
説
、

キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
や
学
会
発

表
の
予
行
、
県
内
各
施
設
か
ら

の
症
例
提
示
の
場
と
し
て
毎
朝

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
施
設
も
増
え
、
最
近

で
は
函
館
五
稜
郭
病
院
、
秋
田

大
学
附
属
病
院
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、

十
和
田
市
立
中
央
病
院
や
む
つ

総
合
病
院
の
研
修
医
を
対
象
と

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
を
隔

月
で
開
催
し
、
高
い
出
席
率
と

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
十
和
田
市
立
中
央
病
院
か
ら

二
名
が
入
局
し
ま
し
た
。
本
年

度
は
つ
が
る
総
合
病
院
で
も
オ

ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
を
開
始
予
定

で
す
。
掛
田
教
授
の
就
任
以

来
、
入
局
者
も
充
実
し
、
毎
年

の
専
門
医
取
得
も
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。
医
局
員
が
増
え
た

こ
と
で
、
県
立
中
央
病
院
や
八

戸
市
立
市
民
病
院
、
弘
前
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
レ
ジ
デ
ン

ト
派
遣
を
進
め
て
い
ま
す
。
本

年
四
月
に
は
、
長
年
放
射
線
診

断
医
が
不
在
だ
っ
た
む
つ
総
合

病
院
に
Ｉ
Ｖ
Ｒ
対
応
可
能
な
専

門
医
が
赴
任
し
ま
し
た
。
昨
年

度
か
ら
は
つ
が
る
総
合
病
院
も

遠
隔
画
像
診
断
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
更
に
県
内
各
施
設
Ｏ

Ｂ
と
も
定
期
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
を
行
い
、
各
地
域
の
診
療

の
充
実
の
た
め
基
幹
病
院
と
の

連
携
・
連
絡
を
密
に
し
て
い
ま

す
。
研
究
面
で
は
、
健
康
未
来

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
機
構
の

「
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
健
診
」
に
積
極
的
に
参
加

し
、
若
手
医
師
を
中
心
に
脳
の

健
康
に
つ
い
て
の
解
明
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
や
人
工

知
能
を
積
極
活
用
す
る
こ
と
で

院
内
の
み
な
ら
ず
、
県
内
各
地

の
画
像
診
断
の
質
向
上
、
安
全

安
心
な
画
像
検
査
、
教
育
や
研

究
活
動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
ご

支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
も

絶
賛
大
募
集
中
で

す
。
次
年
度
は
北
医

体
・
東
医
体
共
に
団

体
優
勝
・
個
人
優
勝

を
目
指
し
て
活
動
い

た
し
ま
す
の
で
、
応

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

部
活
動
紹
介

部
活
動
紹
介

卓

球

部

医
学
科
三
年
　
藤
　
原
　
敬
　
継

　

こ
ん
に
ち
は
。
弘
前
大
学
医

学
部
卓
球
部
主
将
の
藤
原
敬
継

で
す
。
我
々
医
学
部
卓
球
部

は
、
日
々
の
練
習
や
大
会
を
通

じ
て
卓
球
技
術
を
研
鑽
し
、
部

内
外
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
部
員
は
六
十
名
で
、
医
学

科
と
保
健
学
科
の
メ
ン
バ
ー
が

皆
、
卓
球
を
通
じ
て
心
身
と
も

に
日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
卓
球
部
と
い
う
と
、

内
情
は
文
化
部
だ
と
か
、
形
だ

け
の
運
動
部
だ
と
か
、
そ
う

い
っ
た
見
方
を
す
る
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
卓

球
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
単
純

で
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
て
い
ま
す

し
、
そ
れ
ゆ
え
裾
野
が
広
い
と

い
う
の
は
魅
力
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
ひ
と
た
び
卓

球
に
熱
が
入
れ
ば
、
見
え
る
景

色
は
一
変
し
ま
す
！　

コ
ン
パ

ク
ト
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ス

ピ
ー
ド
感
に
！　

274
×
52.5
㎠
の

広
大
さ
に
！　

そ
し
て
一
瞬
の

閃
き
の
連
続
に
！

　

そ
ん
な
素
敵
な
ス
ポ
ー
ツ
、

卓
球
の
練
習
は
週
二
回
（
火
、

金
）、
保
健
体
育
館
の
一
階
で

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

曜
日
も
、
放
課
後
や
休
日
は
自

主
的
に
集
ま
っ
て
練
習
す
る
姿

が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
時
間
の

あ
る
と
き
、
卓
球
熱
が
冷
め
な

い
う
ち
に
す
ぐ
練
習
で
き
る
こ

と
が
強
み
の
一
つ
で
す
。
そ
う

い
っ
た
環
境
か
ら
多
く
の
強
い

選
手
を
育
ん
だ
、
歴
史
あ
る
部

活
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
屋
内
競
技
で
す
の
で
、
練

習
も
大
会
も
季
節
を
問
い
ま
せ

ん
。
兼
部
し
て
い
る
人
の
中
に

は
、
ほ
か
の
部
活
の
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
に
の
み
集
中
し
て
参
加
す

る
者
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

競
技
の
ほ
か
に
、
イ
ベ
ン
ト

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
お
花

見
に
遠
足
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
他
大
学

と
の
交
流
も
。
大
学
生
に
必
要

な
も
の
は
す
べ
て
卓
球
部
で
手

に
入
り
ま
す
よ
。
時
間
も
、
経

験
も
、
つ
な
が
り
も
！

　

現
在
我
が
部
は
、
未
経
験
者

が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
道

具
も
貸
し
出
せ
る
も
の
が
多
い

の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。
我
々
と
一
緒
に

卓
球
熱
で
燃
え
ま
し
ょ
う
🏓

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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医
学
部
競
技
ス
キ
ー
部
は

昭
和
三
十
九
年
に
設
立
さ

れ
、
今
年
で
六
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
部
員
は
医
学
科

三
十
五
名
、
保
健
学
科
八
名

の
計
四
十
三
名
が
所
属
し
て

い
ま
す
。
顧
問
は
歯
科
口
腔

外
科
学
講
座
教
授
の
小
林
亘

先
生
で
す
。
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
部
門
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
部
門
と
も
に
北
医
体
や

東
医
体
で
上
位
を
と
る
こ
と

を
目
指
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
暖
冬
の
影
響
で

雪
が
少
な
く
、
特
に
シ
ー
ズ

ン
は
じ
め
は
思
う
よ
う
に
練

習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
部
員

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

を
最
大
に
尽
く
し
て
北
医

体
・
東
医
体
で
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

練
習
は
全
学
の
競
技
ス
キ
ー

部
と
合
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で
は
陸
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ロ
ー
ラ
ー
ス

キ
ー
練
習
な
ど
、
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。
冬
の
シ
ー
ズ
ン
中
で
は

休
日
は
日
中
練
習
、
平
日
は
放

課
後
に
近
く
の
ス
キ
ー
場
で
ナ

イ
タ
ー
練
習
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
冬
は
毎
日
ス

キ
ー
が
で
き
る
と
い
う
素
晴
ら

し
い
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
部
員
が
競
技

ス
キ
ー
初
心
者
か
ら
始
め
ま
す

が
、
先
輩
や
コ
ー
チ
の
指
導
の

も
と
技
術
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
会
で
は
部
員

全
員
が
選
手
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
一
年
生

か
ら
大
会
に
参
加
で
き
る
こ
と

も
大
き
な
魅
力
で
す
。

　

競
技
ス
キ
ー
部
で
は
た
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

競
技
ス
キ
ー
部

医
学
科
三
年
　
坂
　
田
　
稜
　
介

す
。
新
歓
ド
ラ
イ
ブ
や
、
秋
田

大
学
と
の
合
同
行
事
の
お
花
見

や
花
火
大
会
、
岩
木
山
登
山
、

秋
レ
ク
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
充

実
し
て
い
る
の
で
冬
以
外
も
学

生
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
で
は
医
学
、
全
学

と
も
に
た
く
さ
ん
の
部
員
が

入
っ
て
く
れ
た
の
で
、
い
ろ
ん

な
先
輩
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
雪
国

を
楽
し
み
た
い
新
入
生
は
ぜ
ひ

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た

ち
の
活
動
を
ご
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
先

生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
地
で
存
分
に
ス
キ
ー

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
い
る

こ
と
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
部

員
一
同
、
部
活
動
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人 事 異 動（R6.9.1 ～ R6.11.30）

⃝医学研究科所属
【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R6.10.1 整形外科学講座 助教 太田　聖也 八戸市立市民病院

R6.10.1 整形外科学講座 助教 亀井　敬太 弘前総合医療センター

R6.10.1 地域救急医療学講座 助教 小山　一茂 青森県立中央病院

R6.10.1 附属健康未来イノベーションセンター 特任助教 田中　直 八戸市立市民病院

R6.10.1 救急災害・総合診療医学 助手 市川　詩乃 麻酔科　病院助手

R6.11.1 麻酔科学講座 助手 石山　絵里奈 麻酔科　病院助手

R6.11.1 総合地域医療推進学講座 助手 木下　翔平 脳神経外科　病院助手

【昇任】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R6.10.1 保健学研究科 准教授 古川　智範 附属バイオメディカルリサーチセンター（脳神経生理学）助教

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R6.11.1 附属地域基盤型医療人材育成センター（医学教育学） 准教授 浅野　研一郎 脳神経外科　准教授

【任期満了退職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等

R6.10.31 ウォーターヘルスサイエンス講座 助教 石田　水里 健康未来イノベーション研究機構　特任助教

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等

R6.9.30 皮膚科学講座 准教授 松﨑　康司 まつざき皮膚科

R6.9.30 大館・北秋田地域医療推進学講座 准教授 坂本　義之 弘前総合医療センター

R6.9.30 整形外科学講座 助教 一戸　雅之 八戸市立市民病院

R6.9.30 眼科学講座 助教 山内　宏大 たかはし眼科

R6.9.30 地域救急医療学講座 助教 對馬　誉大 弘前総合医療センター

R6.9.30 病理生命科学講座 助手 小笠原　健太 消化器外科　病院助手

R6.9.30 整形外科学講座 助手 油川　広太郎 八戸市立市民病院

R6.9.30 救急災害・総合診療医学講座 助手 齋藤　くるみ 麻酔科　病院助手

R6.9.30 女性の健康推進医学講座 助手 三上　智香 大館市立総合病院

R6.10.31 統合機能生理学講座 准教授 木下　正治 京都大学

⃝附属病院所属
【昇任】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R6.11.1 呼吸器内科，感染症科 助教 石岡　佳子 呼吸器内科，感染症科　助手

R6.11.1 リハビリテーション科 助教 藤田　彩香 リハビリテーション科　助手

【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R6.9.1 放射線診断科 助教 藤田　環 弘前総合医療センター

R6.10.1 整形外科 講師 木村　由佳 健生病院

R6.10.1 泌尿器科 講師 村澤　洋美 鷹揚郷腎研究所　弘前病院

R6.10.1 泌尿器科 講師 佐藤　天童 つがる総合病院

R6.10.1 内分泌内科、糖尿病代謝内科 助教 達増　みずき 黒石市国民健康保険　黒石病院

R6.10.1 消化器外科 ､乳腺外科 ､甲状腺外科 助教 須藤　亜希子 弘前総合医療センター

R6.10.1 整形外科 助教 石橋　恭太 青森労災病院

R6.10.1 麻酔科 助教 平井　直樹 むつ総合病院

R6.10.1 脳神経外科 助教 片山　耕輔 黒石病院

R6.10.1 検査部 助教 土屋　純一郎 青森県立中央病院

R6.10.1 高度救命救急センター 助教 今　智矢 八戸市立市民病院

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R6.10.1 集中治療部 助教 野口　智子 麻酔科学講座　助教

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等

R6.8.31 泌尿器科 講師 相馬　理 弘前総合医療センター

R6.8.31 放射線診断科 助教 飯田　沙野 東京ベイ先端医療・幕張クリニック

R6.9.30 内分泌内科 ､糖尿病代謝内科 助教 浅利　ゆう子 黒石市国民健康保険　黒石病院

R6.9.30 整形外科 助教 藤田　有紀 弘前総合医療センター

R6.9.30 麻酔科 助教 内田　達士 むつ総合病院

R6.9.30 高度救命救急センター 助教 中山　弘文 三沢市立三沢病院

R6.9.30 集中治療部 助教 大山　翼 つがる総合病院

R6.9.30 産科婦人科 助手 黒瀧　紗希 産科婦人科　病院助手

R6.9.30 脳神経外科 助手 上野　浩太 青森市民病院　

R6.9.30 高度救命救急センター 助手 佐々木　嵩洋 高度救命救急センター　病院助手

R6.11.30 高度救命救急センター 助教 白鳥　俊博 国立病院機構　青森病院

臨床教授・臨床准教授新規称号付与者
 称 号 名 氏　名   現　　職　　名  称号付与期間  推薦講座

臨床教授 富田　卓 青森県立中央病院　整
形外科部長 2024年10月1日～ 2027年9月30日 整形外科学講座

臨床准教授 油川　修一 青森労災病院　整形外
科部長 2024年10月1日～ 2027年9月30日 整形外科学講座

臨床准教授 入江　伴幸 三戸中央病院　副院長 2024年10月1日～ 2027年9月30日 整形外科学講座
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